
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 港湾設計業務シリーズ 

 

 
PC横桟橋上部工3 

             Ver 2.X.X 

 

 
操 作 説 明 書 

 
 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

    〒730-0833 広島市中区江波本町4-22 

Tel (082)293-1231 Fax (082)292-0752 

URL https://www.aec-soft.co.jp 

  Mail：support@aec-soft.co.jp 

2024.08 

 



 

 

 

 



 

 

マニュアルの表記 

 

 

システム名称について 

・ 本システムの正式名称は｢PC横桟橋上部工3 Ver2.X.X｣といいますが、本書内では便

宜上｢PC横桟橋上部工3｣と表記している場合があります。 

 

 

メニューコマンドについて 

・ 「PC横桟橋上部工3」ではドロップダウンメニューの他、一部機能についてはスピー

ドボタンが使用できますが、本書ではドロップダウンメニューのコマンド体系で解

説しています。その際、アクセスキー(ファイル（Ｆ）の（Ｆ）の部分)は省略してい

ます。 

・ メニュー名は [ ] で囲んで表記してあります。コマンドに階層がある場合は [ファ

イル]-[開く]のようにコマンド名を｢-｣で結んでいます。この例では、最初に[ファイ

ル]を選択して、次は[開く]を選択する操作を示しています。 

 

画面について 

・ 画面図は、使用するディスプレイの解像度によっては本書の画面表示と大きさなど

が異なる場合があります。 

・ 「PC横桟橋上部工3」は、画面の解像度が 960×720ドット以上で色数が256色以上を

想定しています。また、画面のフォントは小さいサイズを選択してください。大きい

フォントでは画面が正しく表示されない場合があります。 
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１．お使いになる前に 
 

１－１．はじめに 

 

この操作説明書では、｢PC横桟橋上部工3｣のインストールから起動までのセットアップ方

法及びプログラムの基本操作について記述してあります。 

動作環境・計算の考え方・計算容量・仕様につきましては｢商品概説書｣をご覧下さい。 

 

１－２．その他 

 

「使用許諾契約書」は、本システムインストール先フォルダ内にある「使用許諾契約

書.PDF」を見ることにより、いつでも参照できます。 
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２．PC横桟橋上部工3のセットアップ 
 

２－１．PC横桟橋上部工3のインストール 

 

(1) Windowsを起動します。 

(2) 「製品情報＆ダウンロード」（https://www.aec-soft.co.jp/public/seihin.htm ） 

    にて、ご希望のソフトウェア名をクリックします。 

(3) 「最新版ダウンロード・更新履歴」をクリックします。 

(4) 「最新版ダウンロードはこちら」をクリックして、ダウンロードします。 

(5) ダウンロードしたSETUP.EXEを実行し、インストールを実行します。 

 

インストール作業は管理者権限のあるユーザーでログインしてからセットアップして下

さい。 
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２－３．ユーザー登録 

 

｢PC横桟橋上部工3｣をご利用頂くためには、ユーザー登録を行う必要があります。以下の

手順でユーザー登録を行って下さい。 

 

※ 事前に弊社からお知らせしている製品のシリアルNoと、仮ユーザーID・仮パスワード

（変更済であれば、変更後のユーザーID・パスワード）をご用意下さい。 

 

(1) ［スタート］-［AEC アプリケーション］-［PC横桟橋上部工3］をクリックし｢PC横桟

橋上部工3｣を起動します。インストール直後に起動した場合、データ入力等のメニュ

ーは使用不可の状態です。 

(2) [ヘルプ]-[バージョン情報]をクリックします。 

 

 

(3) [ユーザー登録]ボタンをクリックします。 

 

 
(4) お知らせしている製品のシリアルＮo（半角英数１２文字）を入力します。 

(5) 認証方法で「インターネット」を選択します。認証情報入力部分が入力可能となりま

すので、次の項目を入力してください。 

利用者名：利用者を識別するための任意の名称です。Web管理画面に表示され、現在

使用中であることがわかります。 
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ユーザーID：システムを動作させるためのユーザーIDを入力します。不明な場合に

は、本システムを管理している御社管理者に問い合わせて確認してく

ださい。 

パスワード：システムを動作させるためのパスワードを入力します。不明な場合に

は、本システムを管理している御社管理者に問い合わせて確認してく

ださい。 

以上が入力し終えたら［登録］ボタンをクリックします。入力に間違いがあればエラ

ー表示されます。 

(6) ［バージョン情報］に戻りますので［OK］ボタンでメニューに戻ります。使用不可だ

ったメニューが使用可能の状態になります。 
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２－４．PC横桟橋上部工3のアンインストール 

 

(1) Windowsを起動します。 

(2) [スタート]-[Windowsシステムツール]-[コントロールパネル]より[アプリケーショ

ンの追加と削除]を起動してください。ご使用の環境によっては[プログラムの追加/

削除]となっている場合があります。 

(3) インストールされているプログラムの一覧表が表示されますので、｢PC横桟橋上部

工3｣を選択してください。 

(4) ｢PC横桟橋上部工3｣の下に[変更と削除]ボタンが表示されますので、このボタンを選

択してください。自動的にアンインストールプログラムが起動します。 

(5)アンインストールプログラムの指示に従ってアンインストールを実行してください。 

(6) 主なプログラムファイルは自動的に削除されますが、一部のファイルが削除されず

に残っている場合があります。そのままでも問題ありませんが、完全に削除したい場

合には以下の手順で削除することができます。 

 

※ 管理者権限のあるユーザーでログインしてください。 

※ エクスプローラで、[C:\ AECアプリケーション]の下にある[PC横桟橋上部工3]フォ

ルダを削除してください。 
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３．検討処理を始める前に 
 

３－１．基本画面の説明 

 

システムを起動すると下のような画面が表示されます。起動時には｢新規データ｣を読み

込むようになっています。各設計条件は、メニューより選択するか、対応するボタンをク

リックすることでタブ画面が切り替わりますのでそこに入力します。 

 

 
 

【メニュー構成】 

〔ファイル(F)〕   データファイルの作成／保存、帳票印刷を行います。 

〔データ入力(I)〕 検討に必要な各種データを入力します。 

〔計算(C)〕   設計条件により計算を行い、報告書を作成します。 

〔ヘルプ(H)〕   システムのヘルプ・更新、バージョン情報を表示します。 
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３－２．装備している機能の一覧 

 
┌ファイル 
│ ├新規作成 新しくデータを用意します 
│ ├開く 既存のデータファイルを読み込みます 
│ ├上書き保存 元のデータファイルに上書き保存します 
│ ├名前を付けて保存 新しく名前を付けて保存します 
│ ├桟橋データのインポート 桟橋データをインポートします 
│ ├帳票印刷 計算結果を印刷します 
│ ├最近使ったファイル履歴 最近使ったデータを最大４件表示します 
│ └終了 プログラムを終了します 
├データ入力 
│ ├基本条件 設計検討の基本となるデータを設定します 
│ ├杭寸法 杭に関するデータを設定します 
│ ├受梁 受梁に関するデータを設定します 
│ ├桁 主桁に関するデータを設定します 
│ ├土質条件 土層に関するデータを設定します 
│ ├他外力 その他の外力を設定します 
│ ├計算条件 解析、各部材の照査での条件を設定します 
│ ├組合せ 受梁,主桁,横桁の荷重の組合せを設定します 
│ ├影響線 影響線での条件設定、計算結果を表示します 
│ ├限界状態 限界状態設計法での各条件を設定します 
│ ├杭配置位置の表示 杭配置位置を別画面にて表示します 
│ └検討模式図の表示 検討模式図を別画面にて表示します 
├計算 
│ ├実行 設計計算を実行します 
│ └結果表示 計算結果を画面に表示します 
└ヘルプ 
 ├操作説明 操作説明書を表示します 
 ├商品概説 商品概説書を表示します 

├よくあるご質問 HPよりFAQを表示します 
 ├バージョン情報 バージョン番号/シリアル番号を表示します 
 ├ライセンス認証ユーザーページ ライセンス認証ユーザーページを表示します 
 ├更新履歴の確認 更新履歴を表示します 
 ├最新バージョンの確認 最新Verの確認を行います 
 └最新バージョンのチェック 起動時に最新Verを確認するか指定します 
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３－３．処理の流れ 

 

｢PC横桟橋上部工3｣は、一般的には以下のように作業の流れで計算を行います。各工程で

の作業は、次章以降に詳説してあります。また、データを修正する場合には任意の箇所に

戻ってその箇所以降の作業をやり直しても構いません。 

このフローチャートは一般的な作業の流れであって、必ずしもこの順番どおりでなけれ

ば計算できないというわけではありません。 

 
 [開  始] 
   │ 
   ├───────┬───────┐ 
 [新規データ作成]  │ [桟橋データのインポート] 
   │   [以前のデータを修正]  │ 
   ├───────┴───────┘ 
＜基本条件の設定＞   │ 
(条件その１)   │ 
(条件その２)   │ 
(条件その３)   │ 
   │ 
   │ 
＜杭寸法の設定＞   │ 
(杭寸法)   │ 
(補強)   │ 
(腐食)   │ 
   │ 
   │ 
＜受梁の設定＞   ├───────┐ 
(形状)   │    【受梁の検討】 
(断面諸元)   │     [断面諸元] 
(橋面工)   ├───────┘ 
   │ 
   │ 
＜桁の設定＞   │ 
(ホロー桁(断面))   ├───────┐ 
(ホロー桁(桁長))   │    【主桁の検討】 
(横桁・連結部)   │    [横桁・連結部] 
(PC鋼材・プレストレス)   │   [PC鋼材・プレストレス] 
   ├───────┘ 

   │ 
＜土質条件の設定＞   │ 
(土質条件)   │ 
   │ 
   │ 
＜他外力の設定＞   │ 
(他外力)   │ 
(作用力－受梁／主桁)   │ 
   │ 
   │ 
＜計算条件＞   │ 
(計算条件１)   │ 
(計算条件２)   │ 
(計算条件３)   │ 
(その他)   │ 
   │ 
   │ 
＜組合せ＞   │ 
(受梁)   │ 
(主桁)   │ 
(横桁)   │ 
   │ 
   │ 
   │ 
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＜影響線の設定＞   ├─────┐ 
(影響線)   │   [計算条件] 
   ├─────┘ 
   │ 
＜限界状態の設定＞   │ 
(部分係数)   │ 
(荷重係数)   │ 
(使用性・耐久性/使用限界・中性化) │ 
(塩化物イオン濃度)   │ 
(疲労破壊/疲労限界)   │ 
   │ 
   │ 
＜計算＞   │ 
(計算・報告書作成)   │ 
   │ 
   │ 
(帳票印刷)   │ 
   │ 
＜終了処理＞   ├──────────┐ 
(データの保存) [データの上書き保存] [データの新規保存] 
   ├──────────┘ 
   │ 
 [終  了] 
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３－４．データの作成／保存 

 

 

【新規作成】 新規データを作成します。ファイル名は｢無題｣となりま

す。 

 

【開く】 既存のデータを開きます。下図の｢ファイルを開く｣ダイ

アログボックスが表示されますので、対象ファイル（拡張

子：pcz）を選択し｢開く｣ボタンをクリックします。以前

のバージョンのファイル（拡張子：pcj,pc2, pc3）を読み

込む場合は、ファイルの種類を変更します。 

 

【上書き保存】 現在編集中のデータを保存します。 

 

【名前を付けて保存】 新規作成したデータを初めて保存する場合に使用します。

下図の｢ファイル名を付けて保存｣ダイアログボックスが

表示されますので、ファイル名を入力し｢保存｣ボタンを

クリックします。 

 

【桟橋データのインポート】 別システム「横桟橋設計計算」で作成したデータを読み込

みます。主に基本条件、杭条件、土質条件が設定されます。 
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３－５．オプション 

 

杭配置位置の表示 

現在入力を行っている杭諸元の配置位置状況を表示します。 

 

 

表示位置の変更はデータ入力－杭配置

位置の表示にて表示される「上固定」

「下固定」「左固定」「右固定」で行え

ます。上記項目を選択すると、選択マ

ークが表示され、以降表示画面が入力

画面に選択した位置を追尾するように

なります。選択項目を外すと、杭配置

位置の表示画面は追尾しなくなりま

す。 

 

 

 

検討模式図の表示 

検討模式図を表示します。 
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表示位置の変更はデータ入力－検討模

式図の表示にて表示される「上固定」

「下固定」「左固定」「右固定」で行え

ます。上記項目を選択すると、選択マー

クが表示され、以降表示画面が入力画

面に選択した位置を追尾するようにな

ります。選択項目を外すと、検討模式図

の表示画面は追尾しなくなります。 

 

 

「表示」ボタンをクリックすると、Webブラウザが起動し、３次元形式での解析モデルが

表示されます。 
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３－６．よくあるご質問 

 

インターネットに接続されている環境であれば、次のメニューを選択することにより、最

新バージョンのチェックを行うことができるようになっています。「ヘルプ」－「よくあ

るご質問(Q)」を選択して下さい。 

 

 

Webブラウザを起動し、よくあるご質問(FAQ)が表示されます。 

 

 

 

PC横桟橋上部工３ 
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３－７．ライセンス認証ユーザーページ 

 

Webブラウザを介してライセンス認証ユーザーページに遷移します。ユーザー情報の変更

やライセンス情報の確認、現在利用中ユーザーの確認等が行えます。「ヘルプ」－「ライ

センス認証ユーザーページ(W)」を選択してください。 

 

 

ライセンス超過の際、ライセンスを確保している利用者の情報を知ることができます。 

詳しくはライセンス認証ユーザーページ説明書をご覧下さい。 
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３－８．更新履歴の確認 

 

インターネットに接続されている環境であれば、次のメニューを選択することにより、最

新バージョンのチェックを行うことができるようになっています。「ヘルプ」－「更新履

歴の確認(R)」を選択して下さい。 

 

 

Webブラウザを起動し、更新履歴及び最新版ダウンロードリンクが表示されます。 

 

 

 

 

PC横桟橋上部工３ 
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３－９．最新バージョンのチェックを行う 

 

インターネットに接続されている環境であれば、次のメニューを選択することにより、最

新バージョンのチェックを行うことができるようになっています。「ヘルプ」－「最新バ

ージョンの確認(U)」を選択して下さい。 

 

リビジョンアップ／バージョンアップの有無を確認し、更新履歴を確認するダイアログ

が表示されます。「自動更新」はセットアッププログラムのダウンロード～実行／更新ま

でを自動的に行います。「手動更新」はWebブラウザを起動し、セットアッププログラム

のダウンロードサイトに遷移します。ダウンロード～実行／更新までを手動で行って下

さい。正常終了すれば、更新されたプログラムが自動的に起動します。 
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３－10．起動時に最新バージョンの自動チェックを行う 

 

インターネットに接続されている環境であれば、プログラム起動時にインターネットを

経由して最新バージョンのチェックを行うことができるようになっています。「ヘルプ」

－「起動時に最新バージョンをチェック(V)」にチェックをつけて下さい。次回起動時か

ら有効となります。 

 

 

チェック機能を有効とした場合、未更新プログラムの有無に関わらず更新履歴を確認す

るダイアログを表示します。チェックが無い場合は未更新のプログラムがある場合に限

り「お知らせダイアログ」を表示します。「自動更新」はセットアッププログラムのダウ

ンロード～実行／更新までを自動的に行います。「手動更新」はWebブラウザを起動し、

セットアッププログラムのダウンロードサイトに遷移します。ダウンロード～実行／更

新の処理を手動で行ってください。正常終了すれば、更新されたプログラムが自動的に起

動します。 
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４．データの入力・修正 
 

４－１．基本条件 

業務名称、設計基準、地盤標高、検討条件、設計震度等を指定します。 

基本条件の設定画面は３タブ（画面）の構成となります。 

画面の切り替えはタブ（条件その１、条件その２、条件その３）をクリックします。 

 

第１タブ（条件その１） 

 
 

[業務名称] 

業務名称を入力します。 

 

[設計法] 

ＰＣ横桟橋上部工の設計法を「限界状態設計法」「限界状態設計法(港湾H30)」か

ら選択します。 

 

[受梁の設置方向] 

ＰＣ横桟橋の受梁の設置方向を「法線直角方向」「法線平行方向」から選択しま

す。 

 

[上部工形状] 

上部工の形状を入力します。[延長]、[幅]、[上部工天端高]、[上部工下端高]を

入力します。 
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[地表面の設定] 

 

地表面の形状を指定します。 

｢設計水深 前面｣｢設計水深 背

面｣｢法勾配開始位置｣｢法勾配

終点位置｣を入力して下さい。 

地表面に勾配がない場合は｢設

計水深 前面｣と｢設計水深 背

面｣に同じ値を入力して下さ

い。 

本システムでは仮想地表面は

｢設計水深 前面｣と実斜面との

1/2の高さのところとしていま

す。 

※日本港湾協会，港湾の施設の技術上の基準・同解説（平成30年5月 P1203） 
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第２タブ（条件その２） 

 
 

[杭配置位置] 

横桟橋の各方向に設置する杭の本数及び各杭の設置間隔を入力します。 

画面に表示される記号は次の通りです。 

  

杭設置位置が 

重していない 

杭設置位置が 

重複している 
 

 

[計算検討箇所] 

計算を行う検討箇所を指定します。検

討する部材によって計算の考え方が変

わります。例えば法線平行方向に杭を

４本、法線直角方向に杭を５本設置し

た場合のPC横桟橋を考えます。 
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法線直角方向（受梁）の場合 

 

 

 

計算検討箇所で選択した箇所の受梁の計算・照査を行います。 

杭の諸元に関しても計算検討箇所で選択した箇所をそのまま使用します 

 

法線平行方向（連結部・主桁・横桁）の場合 

 

 

 

入力した上部工寸法より、連結部・主桁・横桁の検討を行います。 

杭の諸元に関しては計算検討箇所で選択した箇所に対して受梁に設置された杭の

本数分を使用します。上記の例でいくと受梁には杭が５本設置してありますので、

フレーム計算では計算検討箇所で選択した杭諸元を５倍した値を用いています。 

 

また、次のような斜組杭がある桟橋の場合 

選択項目は以下のようになります。 

 

 

「法線直角方向 杭 １列目」「法線直角方向 杭 ２

列目」「法線直角方向 杭 ４列目」「法線直角方向 

杭 ５列目」を選択した場合、この桟橋は直杭式桟橋

として算定されます。 

「法線直角方向 杭 3,4列目」を選択した場合、この桟橋はすべての杭が斜組杭式

桟橋として算定されます。 
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第３タブ（条件その３） 

 
 

[設計震度] 

法線平行方向、法線直角方向での設計震度を入力します。 

 

[上部工の結合条件] 

上部工の結合条件を選択します。結合条件は｢剛結(自由)｣｢固定｣｢ピン｣｢水平ロー

ラー｣｢鉛直ローラー｣から選択する事ができます。 

影響線を用いる場合には｢剛結(自由)｣を選択して下さい。 
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結合条件については次のようになります。 

 

剛結 

鉛直方向、水平方向、回転方向に変位する状態です。 

 

固定 

鉛直方向、水平方向、回転方向の変位が拘束された状態で

す。 

そのため、固定にされた場合、全ての変位は０となります。 

 

ピン 

鉛直方向、水平方向の変位が拘束された状態です。 

そのため、鉛直方向、水平方向の変位は０となります。 

 

水平ローラー 

鉛直方向の変位が拘束された状態です。 

そのため、鉛直方向の変位は０となります。 

 

鉛直ローラー 

水平方向の変位が拘束された状態です。 

そのため、水平方向の変位は０となります。 

 

 

[上部工コンクリート諸元] 

コンクリート（受梁・桁）の設計基準強度、コンクリート（受梁・主桁・桁間・横

桁）のヤング係数、粗骨材の最大寸法、鉄筋のヤング係数、鉄筋の引張降伏強度、

鉄筋の引張強度を入力します。 
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４－２．杭寸法 

各杭の寸法等を設定します。 

設定画面は３タブ（画面）の構成となります。 

画面の切り替えはタブ（杭寸法、補強、腐食）をクリックします。 

 

第１タブ（杭寸法） 

 
法線直角方向に設置されている杭の諸元を入力します。 

法線平行方向杭列毎に杭寸法諸元を設定するには[法線平行方向毎に設定]を

選択します。 

例えば、法線平行方向の杭を５本、法線直角方向に杭を４本設置した場合、桟

橋の杭寸法の設定は次のようになります。 
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[法線平行方向一括コピー] 

法線平行方向での杭列毎の寸法

を同じにしたい場合、｢法線平行

方向一括コピー｣ボタンをクリッ

クします。これにより画面に表示

されている法線直角方向の杭列

の杭寸法諸元でコピーします。 

[法線平行方向毎に設定]が選択

されている場合に設定が可能で

す。 

 

 

[杭頭部の設定] 

杭頭部の設定方法を「上部工厚の1/2の高さ」「上部工下端」から指定します。「上

部工下端」を選択した場合、[杭長の設定方法]は無効となります 

  

[杭長の設定方法] 

杭長の設定方法を「上部工下端～杭先端までの長さ」

「上部工厚の1/2の高さ～杭先端までの長さ」から選

択します。 

「上部工下端～杭先端までの長さ」を選択した場合、

上部工下端から杭先端までの杭長を入力します。計算

時には入力した杭長に上部工厚の1/2の高さから上部

工か端までの長さを付加した値を使用します。 

「上部工厚の1/2の高さ～杭先端までの長さ」を選択

した場合、上部工厚の1/2の高さから杭先端までの杭

長を入力します。計算時にはこのままの杭長が使用さ

れます。各桟橋での上部工厚の1/2の高さは次のよう

になります。 

 

上部工厚の1/2の高さ 

上部工下端 上部工厚の1/2の高さ～ 

杭先端までの長さ 

上部工下端～ 

杭先端までの長さ 

   

 

[杭の補強] 

杭の補強を行うかどうかを「しない」「する」から選択します。 
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杭寸法に関する諸元をダブルクリックすると杭寸法を入力する画面が表示されます。 

 
[カタログ値を用いる] 

｢鋼管杭協会｣に掲載してある“鋼管杭断面性能一覧表”より杭径、杭厚さの寸法を

入力値から指定するように設定できます。これにより“鋼管杭断面性能一覧表”に

掲載してある杭の諸元(断面積・断面二次モーメント)を使用します。ただし、杭の

腐食速度を設定している場合は杭の諸元はプログラム内部で自動計算されます。 

 

[杭長] 

[杭長の設定方法]の設定に応じて杭頭から杭先端

位置までの杭の長さ、もしくは上部工下端から杭先

端位置までの杭の長さを入力します。 

 

[傾斜角] 

法線直角方向に対して鉛直下方向より右回りを

(－)とした角度を入力します。 

 

[杭径] 

杭径(mm)を入力します。 

 

[杭厚さ１] 

杭厚さを入力します。 

 

[継杭－上杭長さ] 

杭頭部から継手位置までの距離を入力します。(継

手がなければ０を入力) 
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[杭のヤング係数(kN/mm2)] 

鋼管杭のヤング係数(kN/mm2)を入力します。 

ゼロを入力した場合には200.000(kN/mm2)が設定されます。 

 

[杭の単位体積重量(kN/m3)] 

鋼管杭の単位体積重量(kN/m3)を入力します。 

ゼロを入力した場合には77.000(kN/m3)が設定されます。 

 

[充填材のヤング係数(kN/mm2)] 

充填材のヤング係数(kN/mm2)を入力します。 

 

[充填材の単位体積重量(kN/m3)] 

充填材の単位体積重量(kN/m3)を入力します。 

 

[杭自重の計算方法] 

杭自重の計算方法を「自動計算」「直接入力」から指定します。 

「自動計算」を選択した場合は鋼管の単位体積重量と鋼管杭の断面積をかけ合わ

せた値を使用し、「直接入力」を選択した場合は入力した値をそのまま杭の自重と

して使用します。この場合、杭自重を考慮しない場合での支持力の算定は腐食前の

杭自重は常に「自動計算」となり、腐食後は「自動計算」「直接入力」での値が反

映されます。 

 

[充填材] 

充填材の各杭の諸元を入力します。 

各杭で鋼管杭中空部に充填材を注入した場合の充填材のヤング係数と単位体積重

量及び充填材を入力します。上限位置と充填の有無により、充填材を設定すること

ができます。 

  

 

 



 

 

- 28 - 

第２タブ（補強） 

杭寸法で補強・補修の検討を「する」にした場合に設定する事ができます。杭の補強・補

修に関する諸元を入力します 

 
 

[補強] 

各杭の補強・補修諸元を入力します。 

法線平行方向杭列毎に支持力に関する諸元を設定するには[法線平行方向毎に設

定]を選択します。 

例えば、法線平行方向の杭を５本、法線直角方向に杭を４本設置した場合、桟橋の

杭の補強・補修諸元の設定は次のようになります。 

 

  

 



 

 

- 29 - 

[法線平行方向一括コピー] 

法線平行方向での杭列毎の補強・

補修に関する諸元を同じにした

い場合、｢法線平行方向一括コピ

ー｣ボタンをクリックします。こ

れにより画面に表示されている

法線直角方向の杭列の補強・補修

に関する諸元でコピーします。 

法線平行方向毎に設定]が選択さ

れている場合に設定が可能です。 

 

 

杭補強に関する諸元をダブルクリックすると杭寸法を入力する画面が表示されます。 

 
[補強方法] 

杭の補強方法を「補強なし」「コンクリート被覆」「鉄板被覆」から設定します。 

 

[補強位置 上限／補強位置 下限] 

補強を行う上限位置と下限位置を入力します。 

 

[コンクリート厚／鉄板厚] 

補強方法で「コンクリート被覆」を選択した場合には「コンクリート厚」を、「鉄

板被覆」を選択した場合には鉄板厚を入力します。 

 

[補強材のヤング係数(kN/mm2)] 

補強材のヤング係数(kN/mm2)を入力します。 

 

[補強材の単位体積重量(kN/m3)] 

補強材の単位体積重量(kN/m3)を入力します。 
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第３タブ（腐食） 

 
 

[腐食] 

腐食速度、防食方法を指定します。任意範囲での入力が可能です。 

範囲上限の指定方法、範囲上限の標高、腐食速度、防食方法を入力及び選択します。

最終設定値は杭先端までの範囲となります。 

法線平行方向杭列毎に腐食を設定するには[法線平行方向毎に設定]を 

法線直角方向杭列毎に腐食を設定するには[法線直角方向毎に設定]を選択しま

す。 

例えば、法線平行方向の杭を５本、法線直角方向に杭を４本設置した場合、桟橋の

腐食の設定は次の通りです。 
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法線直角方向上の杭での耐用期間の腐食条件を同じにしたい場合は｢耐用期間 法線

直角方向一括コピー｣ボタンを、法線平行方向での杭列毎の耐用期間の腐食条件を同じ

にしたい場合は｢耐用期間 法線平行方向一括コピー｣ボタンを押して下さい。 

現状についても同様です。 

※現状については杭補強が有効になっている場合に設定が可能です。 

「耐用期間 法線平行方向一括コピー」「現状 法線平行方向一括コピー」は[法線平

行方向毎に設定]が選択されている場合に設定が可能です。 

「耐用期間 法線直角方向一括コピー」「現状 法線直角方向一括コピー」は[法線直

角方向毎に設定]が選択されているある場合に設定が可能です。 

 

｢耐用期間 法線直角方向一括コピー｣ 

｢現状 法線直角方向一括コピー｣ 

｢耐用期間 法線平行方向一括コピー｣ 

「現状 法線平行方向一括コピー」 

  
画面に表示されている杭の腐食諸元を

法線直角方向上の杭の腐食諸元でコピ

ーします。 

画面に表示されている法線直角方向の

杭列の腐食諸元を法線平行方向の杭列

の腐食諸元でコピーします。 

 

[電気防食効率] 

防食方法を｢電気防食｣に指定した場合、電気防食効率を入力します。 

 

[電気防食率有効年数] 

防食方法を｢電気防食｣に指定した場合、電気防食有効年数を入力します。 

 

[耐用年数] 

腐食による耐用年数を入力します。 

本システムでは腐食代を次式により算定します。 

・電気防食を使用していない場合 

腐食代＝耐用年数×腐食速度 

 

・電気防食を使用している場合 

腐食代＝｛電気防食有効年数×(1-電気防食効率)＋耐用年数‐電気防食有効年数｝×腐食速度 

 

また、この値は疲労限界状態でガントリークレーンの作用反復回数に反映されま

す。 
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４－３．受梁 

上部工の受梁を指定します。設定画面は３タブの構成となります。 

画面の切り替えはタブ（形状、断面諸元、橋面工）をクリックします。 

 

第１タブ（形状） 

 
[受梁－桁長諸元] 

桁梁の桁長部分の各諸元

を入力します。入力切り替

えを選択することで、グリ

ッド形式での入力になり

ます。 

 

  

[受梁－断面諸元] 

桁梁の断面部分の各諸元を入力します。 

受梁平行方向での検討を行う場合、上部工の部

材は次の３種類で構成されます。 

１．一般部   ：(杭径＋２×ｈ)×(ｆ－ａ) 

２．杭頭部   ：(杭径＋２×ｈ)×ｆ 

３．ヒンジ部 ：(杭径＋２×ｈ)×(ｆ－ａ÷２) 

  

ｊはホロー桁の設置位置になります。 
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受梁直角方向での検討を行う場合、上部工の部材は次の３つに分けられます。 

１．ホロー桁部 

２．受梁(水平部) 

３．受梁(鉛直部)  
上部工端部に位置する箇所では断面形状を以下に示すような形状に変更する事が

可能です。尚、反映されるのは荷重のみで、断面形状は上記に示す断面となります。 

  
 

 [受梁(水平部)の断面の設定] 

 

受梁に対して直角方向の検討を行う場合、桟橋のモデルは次のようになります。 

 

 

 

この時、受梁(水平方向)の断面性能の考え方を｢連接部＋杭頭部の長さ｣、｢連接部

＋一般部の長さ｣、｢連接部の長さ｣から指定します。 

尚、各長さは入力画面にある図の記号で表すと次のようになります。 

｢連接部＋杭頭部の長さ｣  ｇ＋ｆ 

｢連接部＋一般部の長さ｣  ｇ＋ｆ－ａ 

｢ 連 接 部 の 長 さ ｣  ｇ 

 

[単位体積重量] 

受梁の単位体積重量を入力します。 

※ 連接部の荷重は 

受梁に対して平行方向の検討を行う場合は等分布荷重として、 

受梁に対して直角方向での検討を行う場合は集中荷重として、 

受梁に作用します。 
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[杭の考え方] 

フレームモデルでの上部工端部にある杭の考え方を設定します。「杭部材」「バネ

（水平ローラー）」「水平ローラー」「ピン」から指定します。「バネ（水平ロー

ラー）」を選択した場合、部材は杭先端が水平ローラーになり、杭による鉛直バネ

が作用するようになります。 

バネ（水平ローラー）は水平ローラーの鉛直方向を拘束させず、杭部材の鉛直方向

のバネ定数を作用させます。 

バネ（水平ローラー） 水平ローラー ピン 

   
「バネ（水平ローラー）」「水平ローラー」「ピン」を指定した場合、その杭の

上部にある受梁を考慮するかどうかの設定が可能です。これらの設定により、部

材と部材長の構成は次のようになります。 

 

受梁部材を考慮する 受梁部材を考慮しない 
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第２タブ（断面諸元） 

 
[受梁諸元] 

検討を行う受梁の支点部・支間部の諸元を表示します。 

 

[本数] 

現在表示している支点部・支間部の各側での鉄筋の使用本数を入力します。 

 

[鉄筋径] 

現在表示している支点部・支間部の各側での鉄筋径の設定を行います。この設定は

[鉄筋の設定を行う]を考慮した際に有効になります。 

 

[鉄筋配置位置] 

現在表示している支点部・支間部の各側での鉄筋の配置位置を入力します。 

各段での鉄筋配置位置は次のようになります 

鉄筋段数－１段 

 

１段目の鉄筋径の中心位置 

鉄筋段数－２段 

 

各鉄筋径の設置位置の中心位置 

鉄筋段数－３段 

 

２段目の鉄筋径の中心位置 

 

[有効かぶり(縦)／(横)] 

現在表示している支点部・支間部の各側での縦／横方向の有効かぶりを入力しま

す。 
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[鉄筋の設定を行う] 

検討する受梁での鉄筋の設定の有無を指定します。この設定をしない場合、鉄筋径

は自動計算に、この設定を行った場合、設定した鉄筋径で計算を行います。 

 

[せん断補強筋－スターラップ] 

現在表示している支点部・支間部でのせん断補強筋－施工時／完成時の鉄筋径、組

数、間隔を入力します。 

 

[集中荷重] 

各受梁に作用する集中荷重を入力します。 
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第３タブ（橋面工） 

 
[舗装厚] 

ＰＣ桟橋の上部工の舗装厚を入力します。 

 

[形状] 

地覆の形状を以下の２パターンから指定します。 

   

パターンA パターンB パターンC 

 

[上幅・下幅] 

地覆の上幅・下幅を入力します。 

上幅は地覆形状で「パターンC」を選択した場合に設定が可能です。 

※ 本システムでは地覆は集中荷重として計算されます。集中荷重の作用位置は

地覆の図心位置になります。 

 

[車止め] 

車止めの寸法（幅・高さ）と海側／陸側／左側／右側での設置の有無と設置位置を

入力します。 

 

[単位体積重量] 

地覆、舗装、車止めの各単位体積重量を入力します。 
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４－４．桁 

上部工の桁を指定します。設定画面は４タブの構成となります。 

画面の切り替えはタブ（ホロー桁(断面)、ホロー桁(桁長)、横桁・連結部、PC鋼材・プ

レストレス）をクリックします。 

 

第１タブ（ホロー桁(断面)） 

 

[断面性能] 

「ＰＣ桟橋技術マニュアル」に掲載してある“ＰＣ桟橋用ホロー桁標準断面”より

ホロー桁の種類の指定及び１区間に使用するホロー桁の本数と連結部での割増厚

を入力します。またホロー桁に関して任意のデータを追加・修正・削除、他のファ

イルデータで作成した任意のデータを読み込むことができます。 
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[桁本数] 

１スパンあたりのホロー桁の使用本数を入力します。 

 

[連接部の割増厚] 

ホロー桁の連接部での割増厚を入力します。 

 

[ホロー桁 支点部の変更] 

ホロー桁の中空部が中央部と支点部で形状が異なる場合に、この項目を選択しま

す。 

「中空部 編集」ボタンによりホロー桁－中空部の形状寸法を変更します。 

 

 

[ボンドレス区間] 

ホロー桁内の鋼材にボンドレス区間がある場合に、この項目を選択しますと次の

ダイアログが表示されます。 

ホロー桁内の各鋼材のボンドレス区間を入力します。 
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[単位体積重量] 

ホロー桁、桁間コンクリートの単位体積重量を入力します。 

 

[せん断補強筋] 

主桁－支間部でのせん断補強筋の鉄筋径、組数、間隔を入力します。 

本システムではホロー桁の場所打ち換算断面(桁間コンクリートとホロー桁を一

体化させた断面)を自動的に算出します。 

ホロー桁の断面諸元について、検討項目によって場所打ち換算断面の算定手法は

異なります。   
断面力の算定 応力度の算定 

算定に用いる 

主桁の断面 

コンクリート総断面 

 

ＰＣ鋼材を無視した主桁コンク

リートの全断面 

ＰＣ鋼材換算断面 

 

コンクリート総断面からＰＣ鋼

材断面を主桁コンクリートに換

算して加えた断面 

算定に用いる

桁間の断面 

 

実際の桁間幅Hに対して 

主桁１本あたりに換算した幅

H’で算定するH’=(N-1)/N×H 

N:１区間に使用する主桁本数 

 

 
実際の桁間幅による桁間の中立

軸から上端までの部分を断面と

して使用 

耳桁の場合、中桁の桁間幅の1/2

で算定する 

 

 

 

ホロー桁の形状 桁間コンクリートの形状 

 

例えば、ホロー桁の規格が『H-5-15-500(1)』、 

1区間に使用するホロー桁の本数39本、 

ホロー桁を載せる受梁の長さ30.0m、両側に設置する地覆の幅が共に0.210m 

ホロー桁のヤング係数33.0kN/mm2、桁間コンクリートのヤング係数28.0kN/mm2での 
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断面力の算定に用いるホロー桁の場所打ち換算断面の断面性能を算定する場合の

手順は以下の通りです。 

 

１．桁間コンクリートの幅を求めます。 

ホロー桁の上載幅＝受梁の長さ－両側の地覆の幅 

30.000－(0.210＋0.210)＝29.580 (m) 

 

桁間コンクリート全体の幅＝ホロー桁上載幅－ホロー桁下幅×ホロー桁本数 

29.580－0.7×39＝2.280 (m) 

 

桁間コンクリートの下幅＝桁間コンクリート全体の幅÷(ホロー桁の本数－1) 

2.280÷(39－1)＝0.060 (m) 

 

桁間コンクリートの上幅＝桁間コンクリートの下幅＋0.03×2 

0.060＋0.03×2＝0.120 (m) 

 

２．ホロー桁１本当たりの桁間コンクリートの換算幅を求めます。 

 

ホロー桁の換算上幅＝ホロー桁の上幅×(ホロー桁本数－1)÷ホロー桁本数 

0.120×(39－1)÷39＝0.117 (m) 

この場合、換算桁間幅は0.120－0.117＝0.003 (m) よりホロー桁の換算下幅は 

0.060－0.003＝0.057 (m) 

 

３．ホロー桁と桁間コンクリートとの換算比を求める 

桁間コンクリートとホロー桁のヤング係数が異なれば同じ断面積、断面二次モ

ーメントでも強度が異なります。 

そこで桁間コンクリートがホロー桁のヤング係数を用いた場合の断面積、断面

二次モーメントになるように換算比で補正する必要があります。 

換算比＝桁間コンクリートのヤング係数÷ホロー桁のヤング係数 

28.0÷33.0＝0.8485 
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４．断面性能を求めます。 

 
断面積：A、図心：y、断面二次モーメント：I 

 A y Ay Ay2 I 

① 0.640×0.140＝0.0896 0.0700 0.0062720 0.000439040 0.000146347 

② 0.050×0.050＝0.0025 0.1570 0.0003925 0.000061623 0.000000347 

③ 0.240×0.230＝0.0552 0.2550 0.0140760 0.003589380 0.000243340 

④ 0.110×0.200＝0.0220 0.3330 0.0073260 0.002439558 0.000014789 

⑤ 0.640×0.030＝0.0192 0.4150 0.0079680 0.003306720 0.000001440 

⑥ 0.030×0.030＝0.0009 0.4200 0.0003780 0.000158760 0.000000045 

⑦ 0.070×0.700＝0.0490 0.4650 0.0227850 0.010595025 0.000020008 

⑧ 0.640×0.030＝0.0192 0.3850 0.0073920 0.002849520 0.000001440 

⑨ 0.8485×0.117×0.400＝0.03971 0.2000 0.0079420 0.001588400 0.000529464 

⑩ 0.8485×0.030×0.030＝0.000760 0.4100 0.0003116 0.000127756 0.000000038 

⑪ 0.8485×0.030×0.057＝0.001450 0.4150 0.0006018 0.000249726 0.000000109 

合

計 
0.2995 ------ 0.0754449 0.025401908 0.000957367 

 

断面積A：0.29952 (m2) 

 

図心 

     y0 ＝Ay÷A  

        ＝0.0754449÷0.2995 

        ＝0.252 (m) 

 

断面二次モーメント 

   I ＝ΣAy2＋ΣI＋ΣA･y0
2 

     ＝0.025401908＋0.000957367－0.2995×0.252×0.252 

     ＝0.007340 (m4) 

 

となります。 
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次に応力度の算定に用いる 

ホロー桁の場所打ち換算断面（中桁）の断面性能を算定する場合の手順は以下の通

りです。 

 

１．桁間コンクリートの幅を求めます。 

ホロー桁の上載幅＝受梁の長さ－両側の地覆の幅 

30.000－(0.210＋0.210)＝29.580 (m) 

 

桁間コンクリート全体の幅＝ホロー桁上載幅－ホロー桁下幅×ホロー桁本数 

29.580－0.7×39＝2.280 (m) 

 

桁間コンクリートの下幅＝桁間コンクリート全体の幅÷(ホロー桁の本数－1) 

2.280÷(39－1)＝0.060 (m) 

 

桁間コンクリートの上幅＝桁間コンクリートの下幅＋0.03×2 

0.060＋0.03×2＝0.120 (m) 

 

２．桁間コンクリートの図心を求めます。 

 

 

断面積：A、図心：y 

 A Y Ay 

① 0.120×0.400＝0.04800 0.200 0.0096000 

② 0.030×0.030＝0.00090 0.410 0.0003690 

③ 0.060×0.030＝0.00180 0.415 0.0007470 

合計 0.05070 ----- 0.0107160 

 

∴図心 ＝0.0107160÷0.05070 

    ＝0.211 (m) 

 

３．ホロー桁と桁間コンクリートとの換算比を求める 

桁間コンクリートとホロー桁のヤング係数が異なれば同じ断面積、断面二次モ

ーメントでも強度が異なります。 

そこで桁間コンクリートがホロー桁のヤング係数を用いた場合の断面積、断面

二次モーメントになるように換算比で補正する必要があります。 

換算比＝桁間コンクリートのヤング係数÷ホロー桁のヤング係数 

28.0÷33.0＝0.8485 
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４．断面性能を求めます。 

 

 

断面積：A、図心：y、断面二次モーメント：I 

 A y Ay Ay2 I 

① 0.640×0.140＝0.0896 0.0700 0.0062720 0.000439040 0.000146347 

② 0.050×0.050＝0.0025 0.1570 0.0003925 0.000061623 0.000000347 

③ 0.240×0.230＝0.0552 0.2550 0.0140760 0.003589380 0.000243340 

④ 0.110×0.200＝0.0220 0.3330 0.0073260 0.002439558 0.000014789 

⑤ 0.640×0.030＝0.0192 0.4150 0.0079680 0.003306720 0.000001440 

⑥ 0.030×0.030＝0.0009 0.4200 0.0003780 0.000158760 0.000000045 

⑦ 0.070×0.700＝0.0490 0.4650 0.0227850 0.010595025 0.000020008 

⑧ 0.640×0.030＝0.0192 0.3850 0.0073920 0.002849520 0.000001440 

⑨ 0.8485×0.120×0.211＝0.02148 0.1060 0.0022769 0.000241349 0.000079708 

⑩ 0.00699 ※ＰＣ鋼材 0.3402 0.0023780 0.000890636 ------ 

合

計 
0.2861 ------ 0.0712444 0.024568011 0.000507464 

 

断面積A：0.2861 (m2) 

 

図心 

     y0 ＝Ay÷A  

        ＝0.0712444÷0.28608  

        ＝0.249 (m) 

 

断面二次モーメント 

   I ＝ΣAy2＋ΣI＋ΣA･y0
2 

     ＝0.024568011＋0.000507464－0.2861×0.249×0.249 

     ＝0.00733699 (m4) 

 

となります。 
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第２タブ（ホロー桁(桁長)） 

 
 

[桁長] 

使用するホロー桁の横桁位置での諸元を入力します。 

SL    ：桟橋支間長 

GL    ：桁長 

KS    ：計算支間長 

L1、L2  ：横桁間隔長(中空部分の間隔を入力します) 

P1、P2  ：横桁間隔長(中空部分の間隔を入力します) 

Q1、Q2  ：割増厚が作用する長さ 

横桁数  ：横桁数 

結合条件 ：受梁とホロー桁との結合条件 

 

SLの長さが10.0m以上 

 
SLの長さが10.0m未満 

 
 

杭間隔が10.0m、杭間隔の両端の杭径が共に800.0mm、両端の杭が支える受梁－断面

のjの長さが150.0mmの場合、SL、GL、KSは次のように算出されます。 

 

SL＝杭間隔＝10.0(m) 

GL＝SL－(両端の杭径÷2)   ＝10.0－(0.8＋0.8)÷2 ＝9.2(m) 

KS＝GL－(ホロー桁設置箇所) ＝9.2－(1.5＋1.5)   ＝8.9(m) 
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本システムではホロー桁の荷重を中空部分に作用する荷重を平均して等分布荷重

として自動的に算出します。 

例えばホロー桁の単位体積重量24.5kN/m2、 

桁間コンクリートの単位体積重量25.0kN/m2、 

ホロー桁の規格が『H5-10-500(1)』、ホロー桁の割増厚が0.200m 

ホロー桁の横方向の断面図が次の場合の荷重を考えます。 

 

 

 

 

ホロー桁の荷重は次のようにして算定します。 

 

１．中空部分を除いたホロー桁の荷重W1を求める 

W1＝ホロー桁の単位体積重量×ホロー桁の断面積（コンクリート総断面） 

24.5×0.2576＝6.311 (kN/m) 

２．中空部分の断面積を求める 

中空部分の断面積 ＝0.40×0.23－0.052－0.11×(0.40÷2) 

         ＝0.0675 (m2) 

３．割増部分の断面積を求める 

割増部分の断面積 ＝0.700×0.200 

         ＝0.140 (m2) 

４．中空部分に作用する荷重を桁長で平均した荷重W2を計算する 

W2＝(3×P1＋2×P2) 

   ×中空部分の断面積×ホロー桁の単位体積重量÷GL 

(3×0.56＋2×0.65)×0.0675×24.5÷8.80＝0.560(kN/m) 

５．割増部分に作用する荷重を計算支間長で平均した荷重W3を計算する 

W3＝(2×Q1＋P2) 

   ×割増部分の断面積×ホロー桁の単位体積重量÷GL 

(2×1.00＋1.20)×0.1400×24.5÷8.80＝1.247(kN/m) 

 

６．ホロー桁の荷重を求める 

ホロー桁の荷重＝W1＋W2＋W3 

6.311＋0.560＋1.247＝8.118 (kN/m) 

 

[隣径間反力の設定] 

各隣径間での主桁部・桁間部・海(左)側地覆・陸(右)側地覆・舗装での反力を入力

します。 
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例えば３径間の桟橋の場合、各隣径間は次の位置になります。 

 
 

主桁部・桁間部での隣径間反力はホロー桁の本数分を考慮した値を入力します。 

この値は連結部・主桁部の検討で反映されます。 
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第３タブ（横桁・連結部） 

 
 

[連結部諸元] 

検討を行う連結部の諸元を表示します。 

 

[本数] 

現在表示している連結部の各側での鉄筋の使用本数を入力します。 

 

[鉄筋径] 

現在表示している連結部の各側での鉄筋径の設定を行います。この設定は[鉄筋の

設定を行う]を考慮した際に有効になります。 

 

[鉄筋配置位置] 

現在表示している連結部の各側での鉄筋の配置位置を入力します。 

各段での鉄筋配置位置は次のようになります 

鉄筋段数－１段 

 

１段目の鉄筋径の中心位置 

鉄筋段数－２段 

 

各鉄筋径の設置位置の中心位置 

鉄筋段数－３段 

 

２段目の鉄筋径の中心位置 

 

[有効かぶり(縦)／(横)] 

現在表示している連結部の各側での縦／横方向の有効かぶりを入力します。 
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[鉄筋の設定を行う] 

検討する連結部での鉄筋の設定の有無を指定します。この設定をしない場合、鉄筋

径は自動計算に、この設定を行った場合、設定した鉄筋径で計算を行います。 

 

[せん断補強筋] 

現在表示している連結部でのせん断補強筋の鉄筋径、組数、間隔を入力します。 

 

[横桁諸元] 

横桁の各寸法を入力します。 

主桁 桁間 

 

 

 

B,B1を「0.000」にしている場合、ホロー桁（桁長）で設定したL1,L2,P1を元に算定

した値を用います。 

桁間部については中空部無視での断面計算と中空部を考慮した断面計算が行えます。

ただし、計算の仕様により、中空部の形状によっては、中空部を考慮するように選択

されていても、中空部が考慮されない場合があります。 
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第４タブ（PC鋼材・プレストレス） 

 
 

主にプレストレスの計算を行うための諸元です。 

 

[PC鋼材－鋼材種類] 

横桁での鋼材種類を指定します。主桁の鋼材種類はホロー桁の規格から自動的に

設定されます。 

 

[PC鋼材－鋼材径] 

横桁での鋼材径を指定します。主桁の鋼材径はホロー桁の規格から自動的に設定

されます。プレストレスの計算の他、主桁部・横桁部の照査でも使用します。 

 

[PC鋼材－降伏応力度] 

主桁・横桁での鋼材の降伏応力度を入力します。 

 

[PC鋼材－引張強度] 

主桁・横桁での鋼材の引張強度を入力します。 

 

[PC鋼材－初期緊張応力] 

主桁・横桁での鋼材の初期緊張応力を入力します。 

 

[PC鋼材－降伏応力度の制限係数] 

主桁・横桁での鋼材降伏応力度の制限係数を入力します。 

 

[PC鋼材－引張強度の制限係数] 

主桁・横桁での鋼材の引張強度の制限係数を入力します。 
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[PC鋼材－桁１本当りの配置本数] 

標準部・支点部における横桁での桁１本当たりの鋼材の本数を入力します。横桁―

支点部の検討を省略することも可能です。主桁の鋼材本数はホロー桁の規格から

自動的に設定されます。横桁でのPC鋼材本数プレストレスの計算の他、主桁部・横

桁部の照査でも使用します。 

支点部↓ 標準部↓  

 

 

[PC鋼材－有効高さ－上縁] 

標準部・支点部における横桁の鋼材の有効高さを入力します。 

横桁の照査、および断面図心による偏心量の算定に使用します。 

 

[主桁連結時－レラクセーション率] 

主桁・横桁での主桁連結後のレラクセーション率を入力します。 

 

[主桁連結時－ヤング係数] 

主桁・横桁での主桁連結後のヤング係数を入力します。 

 

[主桁連結時－連結後のクリープ係数] 

主桁・横桁での主桁連結後のクリープ係数を入力します。 

 

[主桁連結時－連結後の乾燥収縮度] 

主桁・横桁での主桁連結後の乾燥収縮度を入力します。 

 

[プレストレス導入前－レラクセーション率] 

主桁のプレストレス導入前のレラクセーション率を入力します。 

 

[プレストレス導入前－レラクセーション率（高温養生）] 

主桁のプレストレス導入前の高温養生でのレラクセーション率を入力します。 

 

[プレストレス導入前－コンクリートのヤング係数] 

主桁のプレストレス導入前のコンクリートのヤング係数を入力します。 

 

[プレストレス導入前－PC鋼材１本当りの摩擦係数] 

横桁のPC鋼材１本当たりの摩擦係数を入力します。 

 

[プレストレス導入前－PC鋼材の引張端からの全長] 

横桁のPC鋼材の引張端からの全長を入力します。 

 

[プレストレス導入前－定着具の標準セット量] 

横桁の定着具の標準セット量を入力します。 

 

[PC鋼材の応力－ひずみ曲線] 

PC鋼材の応力－ひずみ曲線を構成する係数を入力します。 

 

[クリープ及び乾燥収縮] 

クリープ係数及び乾燥収縮度の最終値を入力します。 
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４－５．土質条件 

 

各杭の土質条件を設定します。(最大２０層) 

 

 
 

各杭の土層を入力します。 

法線平行方向杭列毎に土層を設定するには[法線平行方向毎に設定]を 

法線直角方向杭列毎に土層を設定するには[法線直角方向毎に設定]を選択しま

す。 

例えば、法線平行方向の杭を５本、法線直角方向に杭を４本設置した場合、桟橋の

土質条件の設定は次のようになります。 
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法線直角方向上の杭での土質条件を同じにしたい場合は｢法線直角方向一括コピー｣ボ

タンを、法線平行方向での杭列毎の土質条件を同じにしたい場合は｢法線平行方向一括

コピー｣ボタンを押して下さい。 

「法線平行方向一括コピー」は[法線平行方向毎に設定]が選択されている場合に設定

が可能です。 

「法線直角方向一括コピー」は[法線直角方向毎に設定]が選択されている場合に設定

が可能です。 

 

｢法線直角方向一括コピー｣ ｢法線平行方向一括コピー｣ 

  

画面に表示されている杭の土層諸元を法線

直角方向上の杭の土層諸元でコピーします。 

※土層最上限標高はコピーされません。 

画面に表示されている法線直角方向の杭

列の土層諸元を法線平行方向の杭列の土

層諸元でコピーします。 

 

[地表面計算] 

基本条件、杭寸法で[地表面の設定][杭長]が設定されている場合にこのボタンを

クリックすると地表面との高さを自動的に計算します。地表面に勾配が設定され

ている場合には仮想地表面での標高を計算します。 

 

[層上限の標高] 

各土層の上限の高さを入力します。 

 

[粘着力] 

土層の粘着力（C0：kN/m2）と粘着勾配（ｋ）、粘着基準線（DL）を入力します。入

力値より土層の粘着力を計算します。 

 

[周面摩擦] 

極限支持力の算定で土層に作用する周面摩擦の有無を「〇」「×」から指定します。 

・○：周面摩擦は作用する 

・×：周面摩擦は作用しない  
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[Ｋ値の計算方法] 

水平方向地盤反力係数Ｋ値(kN/m3)の計算方法を以下の６種類から指定します。 

１）Ｋ値直接入力 

２）Ｋ＝1500･Ｎ 

３）横山の図 

４）道路橋Ｎ値→Ｋ値 

５）道路橋E0値→Ｋ値 

６）相関式 Ｋ＝3910・Ｎ0.733 

※ ４，５を選択した場合、本システムでは杭毎に算定された1/βの範囲内

での平均特性値と地盤反力係数を用いて地盤反力係数を計算していま

す。 

 

尚、粘性土でＮ値がない場合は粘着力よりＮ値を算出します。 

 

  N=2・X・C 

  ここに 

  X：一軸圧縮強度qu(N/mm2)=N/Xの分母の値 

  C：土層の粘着力(N/mm2) 

 

 

[Ｎ値(回)] 

[Ｋ値の計算方法]で２、３、４を選択した場合にＮ値を入力します。 

 

[地盤反力係数Ｋ] 

[Ｋ値の計算方法]で１を選択した場合にＫ値を入力します。 

 

[変形係数Ｅ0] 

[Ｋ値の計算方法]で５を選択した場合にＥ0値を入力します。 

 

 [粘性土Ｃ→Ｎ値計算時に使用する式〔qu(N/mm2)=N/X〕の分母の値(X)] 

粘性土のＮ値を粘着力から計算する場合の式、qu(N/mm2)=N/Xで使用する分母の値

を入力します。 

通常40.0～80.0を入力します。 

※鋼管杭協会，鋼矢板 設計から施工まで（2000年 改定新版 P26） 

 

[地盤反力係数の推定に用いる係数α（道路橋示方書）] 

[Ｋ値の計算方法]で４、５を選択した場合に用いる係数αを入力します。 

（α＝0.0の場合は道路橋示方書の値に従う） 

※日本港湾協会，港湾の施設の技術上の基準・同解説（平成19年7月 P628，P1112） 

※日本道路協会，道路橋示方書・同解説Ⅳ下部構造編（平成14年3月 P254） 

※鋼管杭協会，鋼矢板 設計から施工まで（2000年 改定新版 P26） 

※第41回地盤工学研究発表会，杭軸直角方向地盤反力係数の推定方法に関する一提案 
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４－６．他外力 

移動荷重、杭頭断面力、各検討条件での外力の設定を指定します。 

他外力の設定画面は３タブ（画面）の構成となります。 

画面の切り替えはタブ（他外力、作用力－受梁、作用力－主桁）をクリックします。 

 

第１タブ（他外力） 

 
 

[上載荷重] 

永続状態・変動状態での上載荷重を設定します。 

 

[揚圧力の計算式] 

揚圧力の計算方法を選択します。 

任意指定は、各スパンで揚圧力係数kを直接入力します。 

 

[γw] 

海水の単位体積重量を入力します。揚圧力の計算に用います。 

 

[入射波高H] 

入射波高を入力します。揚圧力の計算に用います。 

  



 

 

- 56 - 

[接岸力・牽引力] 

梁に作用する接岸力、牽引力を入力します。 

各荷重は次のように作用します。 

接岸力（法線直角方向－１方向） 

 

牽引力（法線直角方向－１方向） 

 

 

[移動荷重一覧] 

移動荷重を作成します。作成した移動荷重は主桁、受梁の検討で使用するかどうか

を指定します。新規に登録する場合は「移動荷重追加登録」ボタンをクリックする

か移動荷重一覧を右クリックで｢追加｣をクリックします。 

移動荷重の編集は右クリックで「編集」をクリックするか、編集する対象の移動荷

重をダブルクリックします。 

 

 

[受梁に作用する移動荷重]－「直接入力」を選択している場合、受梁タブの選択が可

能です。 
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[名称] 

移動荷重の名称を入力します。 

 

[系列] 

移動荷重の系列を｢トラック・トレーラー｣｢フォークリフト｣｢トラッククレー

ン｣｢ガントリークレーン｣から指定します。床版の場合、系列によって疲労限

界状態での検討方法が変わります。梁の場合はこれに荷重の組合せの種類の

変化が加わります。｢トラック・トレーラー｣｢フォークリフト｣｢トラッククレ

ーン｣は『車両荷重』に｢ガントリークレーン｣は『クレーン荷重』になります。 

 

[全幅・全長] 

移動荷重の全幅・全長を入力します。 

 

[全荷重] 

移動荷重の全荷重を入力します。疲労限界状態の検討でこの値を使用する場

合があります。 

 

[定格荷重] 

移動荷重の定格荷重を入力します。定格荷重とは移動荷重の載荷重量で、移動

荷重の作用荷重の合計値から、移動荷重の自重を差し引いた値を設定します。

疲労限界状態の検討でこの値を使用する場合があります。 

 

[検討条件] 

系列で｢ガントリークレーン｣を指定した場合、｢永続状態（常時）｣と｢変動状

態（地震時）｣のどちらに作用させるかを指定します。 

 

[載荷台数] 

影響線縦距、影響線に移動荷重を載荷する台数を全幅方向、全長方向でそれぞ

れ入力します。「０」を入力した場合には影響線に載荷できる限りの移動荷重

が載荷されます。 

 

主桁に作用する移動荷重は自動計算となります。 

受梁に作用する移動荷重は「自動計算」と「直接入力」から選択します。 

自動計算では、全幅方向の作用位置と全長方向の作用位置、作用荷重を設定す

ることで全幅方向、全長方向に作用する移動荷重の載荷状態を、 

影響線を用いて自動計算します。 

例えば、移動荷重を次のような２×２の荷重が作用する

形状に見立てて梁に作用させる場合を考えます。 

梁には以下の図のように奥行がありますのでそれぞれ

の載荷方向で奥行きに移動荷重が複数台作用する事に

なります。 

移動荷重の形状 
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主桁の検討に対して移動荷重を載荷 

 

 

受梁の検討に対して移動荷重を載荷 

 

 

[受梁に作用する移動荷重] 

受梁に作用する移動荷重の設定方法を「自動計算」「直接入力」から選択しま

す。「直接入力」を選択した場合、受梁に作用する荷重と作用位置を全幅方向、

全長方向でそれぞれ入力します。 

 

[自動計算－載荷方法] 

受梁に作用する移動荷重で「自動計算」を選択した場合、受梁に作用する移動

荷重の奥行き方向での計算を「港湾基準」「道路橋示方書」から選択します。 

港湾基準 道路橋示方書 
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主桁の検討に対して移動荷重を載荷させた場合のモーメントとせん断力は、

奥行方向の影響線縦距から移動荷重が載荷した箇所より算出される分配係数

の合計値と検討方向の各連結部・支間部での影響線から移動荷重が載荷した

箇所より算出される分配係数の合計値と移動荷重の各作用荷重をかけ合わせ

る事で計算されます。 

影響線縦距はGuyon-Massonnetの方法、 

影響線は骨組構造解析を基にしてそれぞれ計算されます。 

 

受梁の検討に対して移動荷重を載荷させた場合のモーメントとせん断力は、

奥行き方向の影響線もしくは直接入力によって設定された移動荷重が検討方

向の各支点部・支間部での影響線から載荷した箇所より算出される分配係数

の合計値と移動荷重の各作用荷重をかけ合わせる事で計算されます。 

奥行き方向の影響線は①港湾基準による考え方と②道路橋示方書による考え

方の２種類が選択できます。 
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[移動荷重の載荷方法] 

影響線縦距、もしくは港湾基準、道路橋示方書による影響線での移動荷重の載

荷方法を指定します。載荷方法は以下の通りです。 

 

 

 

[影響線の使用方法] 

影響線縦距、もしくは港湾基準、道路橋示方書による影響線に作用させる移動

荷重の移動範囲を指定します。 

移動範囲は以下の通りです。 
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本システムでは影響線への移動荷重の載荷は次のようになります。 

下図のような曲げモーメントの影響線で移動荷重を正の値で最大となるように載

荷させる場合、移動荷重を移動させて正の値が最大となる位置に設定します。 

 

以下同様に正の値が最大となる位置に設定していきます。 

そして載荷させた際の曲げモーメントの正の値が変化しない、もしくは減少する

場合にこの処理を終了して曲げモーメントの正の値の最大値を設定します。 

 

せん断力の影響線でも負の値でも以下同様です。 
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第２タブ（作用力－受梁／主桁） 

 
 

[作用力の名称] 

作用力の名称を入力します。 

 

[作用力] 

支点部(連結部)・支間部に作用する符号毎に４種類の条件項目での曲げモーメン

ト、せん断力を入力します。断面力の使用についてはどのような条件下でどのよう

な荷重を用いるのか考慮した上でお使い下さい。 

 

[風荷重] 

風荷重を入力します。本システムでは、風荷重は以下のように、上部工端部に作用

しますので、端部で作用する風荷重を検討方向毎に入力します。 

符号はシステム内で自動的に付加します。 

 

 

 

 

 

 

左←右 

海←陸 

左側・海側 右側・陸側 

左→右 

海→陸 

左側・海側 右側・陸側 
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４－７．計算条件 

各計算条件を設定します。 

設定画面は３タブの構成となります。 

画面の切り替えはタブ（計算条件１，計算条件２，計算条件３，その他）をクリックし

ます。 

 

第１タブ（計算条件１） 

 
 

[杭本数の設定] 

各検討位置での杭数を設定します。 

検討位置を選択すると「設定」が選択できるようになります。 

「杭本数の設定」画面で各列での杭の本数を入力します。 

この設定を行うと杭の断面諸元（断面二次モーメント、断面積、杭

自重）は指定した本数分での断面諸元になります。 

 

 

[杭先端支持条件] 

杭先端の支持条件を｢固定｣｢ピン｣｢水平ローラー｣から選択します。 

｢固定｣は杭先端の軸方向、軸直角方向、回転方向の変位が拘束され 

｢ピン｣は杭先端の軸方向、軸直角方向の変位が拘束され 

｢水平ローラー｣は杭先端の軸方向の変位が拘束されます。 

 

[杭の軸方向バネ定数の係数ａの設定] 

杭の軸方向バネ定数の係数ａを｢ａ=1.0として算定｣｢平成24年道路橋示方書によ

る算定｣｢平成29年道路橋示方書による算定｣から指定します。 

この設定はフレーム計算（梁の断面力の計算）に反映されます。 
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[杭自重の考慮] 

杭の自重の考慮を｢しない｣｢する｣から選択します。 

この設定はフレーム計算（梁の断面力の計算）に反映されます。 

 

[鋼管杭の打設工法（平成24年道路橋示方書）] 

鋼管杭の打設工法を｢打込鋼管(打撃工法)｣｢打込鋼管(バイブロハンマ工法)｣｢中

堀鋼管(道路橋示方書)｣から選択します。 

杭の軸方向バネ定数の係数ａを｢平成24年道路橋示方書による算定｣とした場合に

選択が可能です。 

この設定はフレーム計算での杭の軸方向バネ定数に反映されます。 

 

[中堀鋼管（平成29年道路橋示方書）] 

杭の軸方向バネ定数の係数ａを｢平成29年道路橋示方書による算定｣とした場合に

選択が可能です。各杭で先端地盤平均N値を入力します。 

この設定はフレーム計算での杭の軸方向バネ定数に反映されます。 

 

[周面摩擦の算出に用いる長さ] 

負の周面摩擦の検討に用いる杭の長さを「実寸長」「鉛直方向長さ」から選択しま

す。この設定は、斜杭の場合に適用されます。 
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第２タブ（計算条件２） 

 
 

[多段配筋の照査方法] 

部材を照査する際での鉄筋の設定を「同一の鉄筋径」「異なる鉄筋径」から指定し

ます。 

梁の場合では鉄筋の段数が２段で照査を行う場合では「同一の鉄筋径」を指定した

場合、各照査結果を満たすまでどの鉄筋段位置においてもD6、D9、D13、D16･･･と

鉄筋の径の大きさに比例して照査を行います。 

「異なる鉄筋径」を指定した場合では１段目ではD6、２段目はD9と各鉄筋段位置で

鉄筋の径が変わります。この径の変化は梁に用いる鉄筋径の断面積の合計値に比

例して照査を行います。 

「同一の鉄筋径を用いる」場合 － 各段の鉄筋径が一律変化 

 

「異なる鉄筋径を用いる」場合 － 格段毎に鉄筋径が変化 

 

 

[使用鉄筋径] 

部材の照査に使用する鉄筋径の上限値・下限値を指定します。 
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[最大純かぶり（100mm）の制限を行う] 

この項目を選択すると純かぶりが100mmよりも大きい値の場合には100mmにして計

算を行うようになります。 

※日本港湾協会，港湾の施設の技術上の基準・同解説（平成19年7月 P485） 

 

[純かぶりの計算方法] 

純かぶりの計算方法を｢パターン１｣｢パターン２｣｢パターン３｣から指定します。 

この機能は限界状態－使用限界－かぶりの設定で｢入力値を使用｣を選択した場合

に反映されます。 

パターン１では鉄筋径の半径をセンチ単位で切り上げて 

パターン２では鉄筋径の直径をセンチ単位で切り上げて 

パターン３では鉄筋径の半径をミ リ単位で切り上げて 

それぞれ純かぶりを算定します 

例えば、有効かぶりが80mmで使用する鉄筋径がD22の場合の純かぶりを考えます。 

D22の公称直径は22.0mmですので半径は11.0mmとなります。 

パターン１：センチ単位で半径を切り上げ 11.0mm → 20.0mm 

80.0－20.0＝60.0（mm） 

パターン２：センチ単位で直径を切り上げ 22.0mm → 30.0mm → 15.0mm 

80.0－15.0＝65.0（mm） 

パターン３：ミ リ単位で半径を切り上げ 11.0mm → 11.0mm 

80.0－11.0＝69.0（mm） 

パターンによってこのような純かぶりの値になります。 

 

[受梁－部材の照査方法] 

受梁－部材の照査方法を選択します。 

検討する部材に応じて選択項目の名称は次のようになります。 

「梁全体で照査」（支点部、支間部を全て同じ鉄筋径で照査） 

 

「支点部・支間部で照査」（支点部と支間部を同じ鉄筋径で照査） 

 

「各支点部・各支間部で照査」（各支点部、各支間部での鉄筋径で照査） 
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[主桁－部材の照査方法] 

主桁－部材の照査方法を選択します。 

検討する部材に応じて選択項目の名称は次のようになります。 

「梁全体で照査」（連結部を全て同じ鉄筋径で照査） 

 

「各受梁で照査」（各受梁の連結部を同じ鉄筋径で照査） 

 

「各連結部で照査」（各連結部での鉄筋径で照査） 

 

 

[断面力の設定方法／設計用値の設定方法] 

照査を行う断面力／設計用値の設定方法を選択します。 

「各caseの設計用値を比較」を選択した場合、各caseの組合せの中で最大となる設

計用値を照査に用います。 

「各caseの設計用値×部材係数×構造物係数を比較」を選択した場合、各caseで相

当する状態での部材係数、構造物係数を設計用値にかけ合わせた値を用いて、組合

せの中で最大となる設計用値を照査に用います。 

 

[設計用値（せん断力）の算定手法] 

設計用値（せん断力）の算定手法を選択します。 

「各符号で最大のせん断力」を選択した場合、＋・－で最大となる値を下側・上側

の配筋に対する設計用値として採用します。上側の配筋照査にはマイナスの設計

用値、上側の配筋照査にはプラスの設計用値を照査に用います。 

「絶対値で最大のせん断力」を選択した場合、せん断力の絶対値で最大となる値を下

側・上側の配筋に対する設計用値として採用します。上側・下側の配筋照査に用い

ます。 
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[主桁－連結部 検討断面] 

主桁－連結部A～Cの照査に用いる断面諸元を「支点部」「標準部」から指定します。 

 
標準部 支点部 

  
 

 [中空部の考慮] 

主桁－連結部A～Cの照査に用いる断面諸元について中空部を「考慮する」「考慮し

ない」から指定します。 

 
考慮しない 考慮する 

  
 

[割増厚の考慮] 

主桁－連結部A～Bの照査に用いる断面諸元について割増厚を「考慮する」「考慮し

ない」から指定します。 

 
考慮しない 考慮する 
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第３タブ（計算条件３） 

 
 

[剛性係数の修正－断面諸元] 

剛性係数を修正する際に用いる単純桁・連結桁での断面諸元を「桁本数分の諸元」

「桁１本当りの諸元」から選択します。 

 

[剛性係数の修正－連結桁－結合条件] 

剛性係数を修正する際に連結桁の結合条件を「受梁部でピン結合」「連結部でピン

結合」から選択します。結合条件の種類は以下の通りです。 

 

受梁部でピン結合 

 

連結部でピン結合 

 

 

[影響線縦距の分割ピッチ] 

主桁における影響線縦距の分割ピッチを「1/8ピッチ」「1/4ピッチ」から選択しま

す。 
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[主桁の選定方法] 

主桁の選定方法を「自動選定」「直接選定」から選択します。 

「自動選定」を選択した場合、耳桁、中桁の選定について影響線縦距による面積が

最大になる箇所で行っております。この面積が同じ場合には最初に選択された箇

所で照査を行うようになります。その選定に関して、海側から順に選定する「海→

陸順」、陸側から順に選定する「陸→海順」から指定します。受梁の設置方法によ

っては「左→右順」「右→左順」に名称が変わります。 

「直接選定」を選択した場合、耳桁、中桁の選定を「海側」「陸側」から選定しま

す。受梁の設置方法によっては「左側」「右側」に名称が変わります。 

 

[主桁－影響線縦距開始位置] 

主桁－影響線縦距を計算する際の開始位置を「地覆端部」「主桁端部」から選択し

ます。 

地覆端部 主桁端部 

  
 

[梁－揚圧力の計算] 

揚圧力が作用した場合の断面力の計算方法を「全載荷」「影響線」から選択するこ

とができます。 

「全載荷」を選択した場合、揚圧力は上部工に一様に作用させた場合の断面力を計

算します。 

「影響線」を選択した場合、揚圧力は上載荷重と同じ計算になります。 

 

[中桁・耳桁に作用する主桁・桁間荷重の考え方] 

中桁・耳桁に作用する主桁・桁間荷重の考え方を選択します。 

 

[横桁－支点部着目位置] 

横桁－支点部での着目位置（図心）を「主桁位置」「桁間位置」から選択します。 

主桁位置 

 
桁間位置 
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[プレストレス力の低減] 

PC鋼材端部から65φ区間での二次放物線による低減の考慮を「しない」「する」か

ら選択します。尚、主桁端部でのプレストレス力は曲げ・せん断共に主桁端部から

1/2Hの位置で算定した値を使用しております。 

※φ :PC鋼材径 

※ H :桁高(割増厚含む) 

低減を考慮しない 低減を考慮する 

  

 

[プレストレス算定箇所(連結部A)] 

連結部Aでプレストレス力を計算する際の検討箇所を「主桁端部」「主桁端部から

桁高÷2位置」から選択します。 

主桁端部 主桁端部から桁高÷2位置 
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第４タブ（その他） 

 
 

[丸め方法] 

桁丸めの方法を指定します。 

｢四捨五入(JIS Z8401規則 A)｣｢五捨五入(JIS Z8401規則 B)｣のどちらかを選択し

て下さい。 

 

[梁－外力名称の変更－帳票印刷] 

受梁、主桁で使用する外力の名称を帳票印刷で変更します。 

 

[出力項目－帳票印刷] 

帳票印刷時に出力する項目を選択します。 

 

[公称断面積－桁丸め方法] 

鉄筋径－公称断面積の桁丸め方法を

「有効数字４桁丸め」「小数点３桁丸

め」から選択します。 
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４－８．組合せ 

受梁、主桁の荷重の組合せを設定します。 

設定画面は３タブの構成となります。 

画面の切り替えはタブ(受梁、主桁、横桁)をクリックします。 

 

第１～２タブ（受梁／主桁） 

 
 

受梁・主桁を検討する場合の荷重の組合せを設定します。 

各Ｃａｓｅで最大６つの状態を選択することが出来ます。 
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第３タブ（横桁） 

 
 

横桁を検討する場合の荷重の組合せを設定します。 

各Ｃａｓｅで最大４つの状態を選択することが出来ます。 
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４－９．影響線 

影響線の計算条件を指定します。 

 
※受梁での設定は、影響線縦距にも反映されます。 

 

[移動荷重の設置方法] 

影響線に作用させる移動荷重の載荷方法を指定します。 

載荷方法は以下の通りです。 

 

パターン１ 

荷重を常に一定の向きに載荷させる 

 

パターン２ 

荷重を向きに限らずに載荷させる 
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[影響線の使用方法] 

影響線に作用させる移動荷重の移動範囲を指定します。移動範囲は以下の通りで

す。 

 

パターン１ 

 

パターン２ 

 

パターン３ 

 

パターン４ 
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４－10．限界状態 

限界状態の検討条件等を指定します。設定画面は５タブの構成となります。 

画面の切り替えはタブ（部分係数、荷重係数、使用性・耐久性／使用限界・中性化、塩

化物イオン濃度、疲労破壊／疲労限界）をクリックします。 

 

第１タブ（部分係数） 

 
受梁、主桁（PC鋼材・鉄筋）、連結部の断面破壊/終局限界状態、使用性/使用限界状態、

疲労破壊/疲労限界状態の検討、中性化の検討、塩化物イオン濃度の検討での検討方法

の有無を設定します。 

 

[構造物係数] 

受梁、主桁での構造物係数を入力します。 

 

[部材係数] 

部材係数を入力します。 

 

[材料係数] 

コンクリート及び鉄筋の材料係数を入力します。 

 

[主桁部の検討] 

主桁部の検討箇所－連結部Ａ、連結部Ｂ、連結部ＣをそれぞれＰＣ鋼材（ＰＣ断面）

で照査するか、鉄筋（ＲＣ断面）での照査を選択します。 
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第２タブ（荷重係数） 

 
 

[荷重係数] 

荷重項目毎に受梁（連結部）・主桁の各限界状態の荷重係数を入力します。断面破

壊/終局限界状態では入力された荷重係数の２つのうち、構造物に危険となる方の

荷重係数を計算内部で採用します。 
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第３タブ（使用性・耐久性/使用限界・中性化） 

 
 

[かぶり] 

純かぶりを｢最小かぶり｣｢入力値｣から指定します。 

「最小かぶり」を選択した場合、基準で定められている標準値を設定します。 

本システムでは上側を50（mm）、下側を70（mm）として設定しています。 

「入力値」を選択した場合、設定した有効かぶりから設計計算の際に設定する鉄筋

径を換算して差し引いた値を純かぶりとして用いています。 

純かぶりの算定方法については計算条件－計算条件２－純かぶりの計算方法を参

照下さい。 

※日本港湾協会，港湾の施設上の基準・同解説（平成19年7月 P490） 

 

[主桁－変動作用－変動荷重の使用] 

主桁の検討で用いる変動荷重の作用方法を「全て」「最大項目」から選択します。 

 

[主桁－変動作用－曲げモーメントの照査] 

主桁の検討－変動作用で用いる曲げモーメントを「正のみ」「正・負」から選択し

ます。 

 

[コンクリートの乾燥収縮及びクリープによるひび割れを考慮するための数値] 

受梁・連結部でのコンクリートの乾燥収縮及びクリープによるひび割れを考慮す

るための数値を入力します。 

 

[許容ひび割れ幅の係数] 

受梁・主桁での許容ひび割れ幅の係数を入力します。 

 

[鉄筋応力度の増加量の制限値] 

せん断補強筋の応力度の増加量の制限値を入力します。 
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[PC鋼材引張応力度の制限係数] 

PC鋼材引張応力度の制限係数を入力します。 

 

[PC鋼材斜め引張応力度の制限係数] 

PC鋼斜め材引張応力度の制限係数を入力します。 

 

[コンクリートの曲げ圧縮応力度の制限係数] 

コンクリートの曲げ圧縮応力度の制限係数を入力します。 

 

[変動荷重の頻度の影響を考慮する係数] 

変動荷重の頻度の影響を考慮する係数を入力します。 

 

[せん断ひび割れに対する検討] 

受梁・連結部での使用性/使用限界状態－せん断ひび割れの検討でせん断補強筋に

よる応力度の算定で用いる変動荷重を「設計用値で設定」「特性値で設定」から選

択します。「特性値で設定」を選択した場合、各条件での荷重を「変動」「偶発」

の２種類が選択できます。 

作用力に関しては「永続」「変動」「偶発」の３種類が選択できます。 

 

[かぶり] 

かぶりを入力します。 

 

[かぶりの施工誤差] 

かぶりの施工誤差を入力します。 

 

[有効水結合材比] 

受梁、主桁、連結部での各有効水結合材比を入力します。 

 

[中性化深さの設計用値のばらつきを考慮した部分係数] 

中性化深さの設計用値のばらつきを考慮した部分係数γcbを入力します。 

 

[環境作用の程度を表す係数] 

環境作用の程度を表す係数βeを入力します。 

 

[コンクリートの中性化速度係数の予測値の精度に関する安全係数] 

コンクリートの中性化速度係数の予測値の精度に関する安全係数γ pを入力しま

す。 

 

[中性化残り] 

受梁、主桁、連結部での中性化残りを入力します。 
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第４タブ（塩化物イオン濃度） 

「限界状態設計法」を選択した場合 

 
塩化物イオン濃度の侵入による鉄筋腐食の照査は基本条件－設計法で設定項目が次

のように変わります。 

 

「限界状態設計法(港湾H30)」を選択した場合 
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[水セメント比] 

水セメント比を入力します。 

 

[塩化物イオンの設計拡散係数Dd] 

塩化物イオンの設計拡散係数Ddの計算方法を指定します。 

 

限界状態設計法の場合 

｢ひび割れ幅を用いて算定｣｢水セメント比のみで算定｣から指定します。 

 

限界状態設計法(港湾H30)の場合 

｢ひび割れ幅を用いて算定｣｢Dd=Dk・γc・βcl｣から指定します。 

 

[鉄筋腐食発生限界濃度] 

鉄筋腐食発生限界濃度Climを入力します。 

 

[表面塩化物イオン濃度] 

表面塩化物イオン濃度C0を入力します。 

 

[コンクリート中の塩化物イオンの移動に及ぼすひび割れの影響を表わす定数Dk] 

コンクリートの塩化物イオンに対する拡散係数の特性値Dkの算定方法を指定しま

す。 

 

限界状態設計法の場合 

｢直接入力｣｢係数により計算｣から指定します。 

｢直接入力｣を指定した場合、コンクリートの塩化物イオンに対する拡散係数の特

性値を入力します。 

｢係数により計算｣を指定した場合は換算係数、コンクリートの拡散係数の予測値

の精度に関する安全係数を入力します。 

 

限界状態設計法(港湾H30)の場合 

「直接入力」「水セメント比のみで算定」から指定します。 

 

[使用するコンクリート] 

計算に用いるコンクリートの種類を｢普通ポルトランドセメント｣｢高炉セメント・

シリカフューム｣から指定します。 

 

[コンクリートの塩化物イオンに対する拡散係数の特性値] 

コンクリートの塩化物イオンに対する拡散係数の特性値の算定方法を｢直接入力｣

｢係数により計算｣から指定します。 

｢直接入力｣を指定した場合、コンクリートの塩化物イオンに対する拡散係数の特

性値を入力します。 

｢係数により計算｣を指定した場合は換算係数、コンクリートの拡散係数の予測値

の精度に関する安全係数を入力します。 

 

［鋼材位置における塩化物イオン濃度の設計地のばらつきを考慮した安全係数］ 

塩化物イオン濃度による検討を行うための安全係数を入力します。 

 

［塩化物イオン濃度－補修］ 

塩化物イオン濃度による検討での床版、梁での補修方法を「エポキシ樹脂塗装鉄

筋」「ポリマー含浸コンクリート埋設型枠」から選択します 
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［エポキシ樹脂塗装鉄筋］ 

エポキシ樹脂塗装鉄筋を選択した場合、エポキシ樹脂塗膜の厚さ、エポキシ樹脂塗

膜内への塩化物イオンの侵入を拡散現象とみなした場合の拡散係数を入力しま

す。 

 

［ポリマー含浸コンクリート埋設型枠］ 

ポリマー含浸コンクリート埋設型枠を選択した場合、埋設型枠の厚さ、埋設型枠内

への塩化物イオン濃度の侵入を拡散現象とみなした際の拡散係数を入力します。 
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第５タブ（疲労破壊/疲労限界） 

 
[鉄筋径の採用方法] 

鉄筋の設計疲労強度の算定の際に使用する鉄筋径の採用方法を｢最大鉄筋径｣｢最

小鉄筋径｣から指定します。梁の上側・下側での鉄筋径の中から採用します。 

 

[取扱総貨物量] 

取扱総貨物量を入力します。 

 

[総取扱コンテナ数] 

総取扱コンテナ数を入力します。 

 

[クレーン移動] 

クレーンの移動方法を｢横行｣｢走行｣から指定します。受梁、主桁の各検討方向で指

定することが出来ます。 

 

[連結部－二次力の考慮] 

連結部の検討で、二次力を永久荷重としての作用の考慮を｢する｣｢しない｣から指

定します。 
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５．計算・報告書作成 
 

５－１．計算の流れ 

 

メニューより「計算(C)/実行(S)」をクリックして下さい。 

 

 
不正なデータがある場合は、エラーメッセージを表示し計算を中止します。 

データを修正し、再度計算を実行して下さい。 

 

計算が正しく終了すると計算結果を画面で確認できます。 

 
鉄筋径を編集することも出来ます。 
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計算結果の一覧は「一覧表示」をクリックすることで確認出来ます。 

 
 

鉄筋の編集については「受梁の編集」「連結部の編集」により鉄筋径の編集方法を選択

する事が出来ます。 

 

選択項目に応じて以下の赤枠で囲んだ箇所の鉄筋を編集します。 

●受梁の検討の場合 ●連結部の検討の場合 

「梁全体で照査」 

（支点部、支間部を全て同じ鉄筋径で照

査） 

「梁全体で照査」 

（連結部を全て同じ鉄筋径で照査） 

  

「支点部・支間部で照査」 

（支点部と支間部を同じ鉄筋径で照査） 

「各受梁で照査」 

（各受梁の連結部を同じ鉄筋径で照査） 

  

「各支点部・各支間部で照査」 

（各支点部、各支間部での鉄筋径で照査） 

「各連結部で照査」 

（各連結部での鉄筋径で照査） 
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５－２．エラーメッセージ 

計算時に表示されるエラーメッセージとその改善方法です。 

 

横桟橋の上部工の寸法が入力されていません 

 

原因 桟橋の延長もしくは幅が入力されていない場合に表示されます。 

対処法 基本条件－条件その１で上部工諸元の延長と幅の値を入力して下さい 

 

 

横桟橋の上部工天端高・上部工下端高の入力が正しくありません 

 

原因 
桟橋の上部工下端高が上部工天端高以上の値が設定されている場合に表示

されます。 

対処法 
基本条件－条件その１で上部工下端高は上部工天端高よりも小さい値を入

力して下さい。 

 

 

杭の本数が入力されていません 

 

原因 杭の本数が入力されていない場合に表示されます。 

対処法 基本条件－条件その２で杭の本数を入力して下さい。 

 

  

計算検討箇所が選択されていません 

 

原因 計算検討箇所が選択されていない場合に表示されます。 

対処法 基本条件－条件その２で計算検討箇所を選択して下さい。 
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杭設置位置が正しくありません 

 

原

因 

杭設置位置が正しく入力されていない場合に表示されます。 

対

処

法 

基本条件－条件その２で杭設置位置を次のように入力して下さい。 

 

 

※法線平行方向での端部の杭間隔は空けないように入力する 

（基本条件－条件その１で[受梁の設置方向]を「法線平行方向」にした場合に

は法線直角方向での端部の杭間隔を空けないように入力する） 

 

 

上部工コンクリートの諸元が入力されていません 

 

原因 上部工コンクリートに関する諸元が０の場合に表示されます。 

対処法 
基本条件－条件その３で上部工コンクリートに関する諸元に適切な値を入

力して下さい。 
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受梁に関する諸元が入力されていません 

 

原因 
受梁の諸元ｂ～ｇのいずれかの値が入力されていない場合、もしくはグリ

ッド形式で桁長諸元が入力されていない場合に表示されます。 

対処法 上部工－受梁で受梁－桁長諸元または断面諸元での値を入力して下さい。 

 

 

受梁諸元により算定された受梁長が正しくありません 

 

原因 受梁の桁長諸元の入力が正しくない場合に表示されます。 

対処法 受梁－形状で受梁－桁長諸元に適切な値を入力して下さい。 

 

 

舗装厚または地覆幅が入力されていません 

 

原因 舗装厚、地覆幅のいずれかが入力されていない場合に表示されます。 

対処法 受梁－橋面工で舗装厚、地覆幅に適切な値を入力して下さい。 

 

 

ホロー桁本数が入力されていません  

 

原因 ホロー桁の桁本数が入力されていない場合に表示されます。 

対処法 桁－ホロー桁(断面)での桁本数を入力して下さい。 
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ホロー桁の本数が少なすぎます 

 

原因 ホロー桁の桁本数が３本未満で入力されている場合に表示されます。 

対処法 桁－ホロー桁(断面)での桁本数は３本以上を入力して下さい。 

 

 

ホロー桁の桁幅と地覆幅との合計が受梁長を超えています 

 

原因 

ホロー桁の本数分の幅と地覆幅の合計が上部工長さ（もしくは上部工幅）

を上回っている場合に表示されます。 

正しい設定 

 

誤った設定（現在の状態） 

 
ホロー桁と地覆が受梁長で納まっ

ている 

ホロー桁と地覆が受梁長で納まっ

ていない 
 

対処法 
桁－ホロー桁(断面)での桁本数と受梁－橋面工の地覆幅に適切な値を入力

して下さい。 

 

 

ホロー桁－桁間部の下幅がありません 

 

原因 

ホロー桁の桁間部の下幅がない場合に表示されます。 

正しい設定 

 

誤った設定 

 
桁間に下幅がある 桁間に下幅がない 

 

対処法 
桁－ホロー桁(断面)での桁本数と受梁－橋面工の地覆幅に適切な値を入力

して下さい。 
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ホロー桁に関する諸元が入力されていません 

 

原因 
ホロー桁・桁間コンクリートでのヤング係数の値が入力されていない場合

に表示されます。 

対処法 桁－ホロー桁(断面)で上記の項目に対して適切な値を入力して下さい。 

 

 

ホロー桁の寸法の入力が正しくありません 

 

原因 ホロー桁の寸法が正しく入力されていない場合に表示されます。 

対処法 桁－ホロー桁(断面)での諸元に適切な値を入力して下さい。 

 

 

横桁に関する諸元が入力されていません 

 

原因 横桁に関する諸元が入力されていない場合に表示されます。 

対処法 桁－横桁・連結部での横桁諸元の寸法またはヤング係数を入力して下さい。 

 

 

計算に用いる鉄筋の下限値が上限値以上に設定されています 

 

原因 使用鉄筋径での鉄筋の下限値が上限値よりも大きい場合に表示されます。 

対処法 
計算条件－計算条件２で使用鉄筋径の上限値と下限値に適切な値を設定し

て下さい。 
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ホロー桁（桁長）に関する諸元が正しく入力されていません 

 

原因 

ホロー桁(桁長)の諸元が正しく入力されていない場合に表示されます。 

次のような原因が考えられます。 

 

１．主桁長の各諸元P1,P2,L1,L2に対して 

GL≠ΣP1+ΣP2+ΣL1+ΣL2となっている場合 

 
 

２．Q1=0またはQ2=0となっている場合 

 
 

３．GL≦ΣQ1+ΣQ2となっている場合 

 
 

４．連結部支点位置がP2の1/2以上になっている場合 

 
対処法 桁－ホロー桁(桁長)での諸元に適切な値を入力して下さい。 

 

 

鉄筋本数が正しく入力されていない梁諸元があります 

 

原因 梁諸元に鉄筋本数が設定されていない場合に表示されます。 

対処法 該当する梁諸元で鉄筋本数を入力して下さい。 
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有効かぶり、鉄筋配置位置が正しく入力されていない梁諸元があります 

 

原因 
梁諸元で有効かぶり、鉄筋配置位置が正しく入力されていない場合に表示

されます。 

対処法 該当する梁諸元で有効かぶり、鉄筋配置位置を入力して下さい。 

 

 

杭長が正しく入力されていません 

 

原因 杭長が０になっている杭位置がある場合に表示されます。 

対処法 杭寸法－杭寸法で表示されている杭位置での杭長を入力して下さい。 

 

 

杭径が正しく入力されていません 

 

原因 杭径が０になっている杭位置がある場合に表示されます。 

対処法 杭寸法－杭寸法で表示されている杭位置での杭径を入力して下さい。 

 

 

杭厚さが正しく入力されていません 

 

原因 杭の厚さが０になっている杭位置がある場合に表示されます。 

対処法 杭寸法－杭寸法で表示されている杭位置での杭の厚さを入力して下さい。 
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継手位置が正しく入力されていません 

 

原因 
継手位置が負の値、または杭長よりも大きな値が入力されている場合に表

示されます。 

対処法 
杭寸法－杭寸法で表示されている杭位置での上杭－長さに適切な値を入力

して下さい。 

 

 

充填箇所の標高の入力が正しくありません 

 

原因 充填材の標高の入力が降順になっていない場合に表示されます。 

対処法 
杭寸法－杭寸法で問題となっている箇所での充填材の標高の入力が降順と

なるように入力して下さい。 

 

 

充填箇所の標高に杭頭部より大きな値が設定されています 

 

原因 
充填材の標高が杭頭部よりも大きな値が設定されている場合に表示されま

す。 

対処法 
杭寸法－杭寸法で問題となっている箇所での充填材の標高は基本条件－条

件その１の杭頭部を超えない値を入力して下さい。 

 

 

補強箇所の標高の入力が正しくありません 

 

原因 補強材の標高の入力が降順になっていない場合に表示されます。 

対処法 
杭寸法－補強で問題となっている箇所での補強材の標高の入力が降順とな

るように入力して下さい。 
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補強箇所の標高に上部工下端高よりも大きい値が設定されています 

 

原因 
補強材の標高が上部工下端高よりも大きな値が設定されている場合に表示

されます。 

対処法 
杭寸法－杭寸法で問題となっている箇所での補強材の標高は基本条件－条

件その１の上部工下端高を超えない値を入力して下さい。 

 

 

補強材の厚さが正しく入力されていません 

 

原因 補強材の厚さが０になっている杭位置がある場合に表示されます。 

対処法 杭寸法－補強で表示している杭位置での補強材の厚さを入力して下さい。 

 

 

腐食上限位置が上部工下端高よりも高い位置で入力されている箇所があります 

 

原因 
腐食上限位置が上部工下端高よりも大きな値が設定されている場合に表示

されます。 

対処法 
杭寸法－腐食で表示されている箇所での腐食範囲上限は基本条件－条件そ

の１の上部工下端高を超えない値を入力して下さい。 

 

 

ホロー桁（桁長）でピン結合にした場合は受梁でピン結合は計算できません 

 

原因 
ホロー桁（桁長）での結合条件で「ピン」を設定し、かつ計算条件で、「受

梁でピン接合」を選択している場合に表示されます。 

対処法 

桁－ホロー桁（桁長）で結合条件１、２を全て「剛結」にするか 

計算条件－計算条件３で連結桁－結合条件を「連結部でピン結合」を選択

して下さい。 
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腐食後の杭の厚みが０以下になる箇所があります 

 

原因 腐食代が杭の厚さ以上の値になっている場合に表示されます 

対処法 

表示されている箇所での杭寸法－杭寸法での杭の厚さ、杭寸法－腐食での

腐食速度等の値を変更して腐食しろが杭の厚さを超えないように設定して

下さい。 

 

 

腐食上限位置が正しく入力されていない箇所があります 

 

原因 腐食上限位置が降順で設定されていない場合に表示されます。 

対処法 
杭寸法－腐食で表示されている箇所での腐食範囲上限は降順になるように

入力して下さい。 

 

 

腐食後の補強材－鉄板の厚みが０以下になる箇所があります 

 

原因 腐食代が補強材の厚さ以上の値になっている場合に表示されます 

対処法 

表示されている箇所での杭寸法－補強での補強材の厚さ、杭寸法－腐食で

の腐食速度等の値を変更して腐食代が補強材の厚さを超えないように設定

して下さい。 

 

 

杭長が土層の最下層まで貫入していません 

 

原因 杭先端位置が土層最下層まで貫入していない場合に表示されます。 

対処法 

杭寸法－杭寸法で表示されている箇所での杭長を土質条件の土層最下層ま

で貫入するように入力して下さい。杭が土層最下層まで貫入しているかど

うかは検討模式図で確認することが出来ます。 
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土質条件が設定されていない箇所があります 

 

原因 土質条件が全く入力されていない場合に表示されます。 

対処法 土質条件で表示されている箇所に土質条件を入力して下さい。 

 

 

土層の諸元が正しく設定されていない箇所があります 

 

原因 
土質条件のN値もしくは粘着力C0のどちらも０の場合、または層上限の標高

が降順になっていない場合に表示されます。 

対処法 
土質条件で表示されている箇所でのN値もしくは粘着力C0のどちらかを入

力し、土の単位体積重量の値を確認・入力して下さい。 

 

 

Kh値が正しく設定されていない箇所があります 

 

原因 土質条件のKh値が０の場合に表示されます。 

対処法 土質条件で表示されている箇所でのKh値を入力して下さい。 

 

 

E0値が正しく設定されていない箇所があります 

 

原因 土質条件のE0値が０の場合に表示されます。 

対処法 土質条件で表示されている箇所でのE0値を入力して下さい。 
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荷重の組合せが選択されていません 

 

原因 検討する項目で荷重の組合せが選択されていない場合に表示されます。 

対処法 組合せで該当する項目で荷重の組合せを選択して下さい。 

 

 

限界状態の照査法が選択されていません 

 

原因 限界状態の照査法が選択されていない場合に表示されます。 

対処法 限界状態－部分係数で限界状態の照査法を選択して下さい。 

 

 

荷重係数が入力されていません 

 

原因 荷重係数が入力されていない箇所がある場合に表示されます。 

対処法 限界状態－荷重係数で荷重係数を入力して下さい。 

 

 

部材係数が入力されていません 

 

原因 部材係数が入力されていない箇所がある場合に表示されます。 

対処法 限界状態－部分係数で部材係数を入力して下さい。 
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材料係数が入力されていません 

 

原因 材料係数が入力されていない箇所がある場合に表示されます。 

対処法 限界状態－部分係数で材料係数を入力して下さい。 

 

 

構造物係数が入力されていません 

 

原因 構造物係数が入力されていない場合に表示されます。 

対処法 限界状態－部分係数で構造物係数を入力して下さい。 

 

 

使用性/使用限界に関する諸元が入力されていません 

 

原因 

使用限界で許容ひび割れ幅の係数、鉄筋応力度増加量の制限値、PC鋼材引

張応力度の制限係数、PC鋼材斜め引張応力度の制限係数、コンクリートの

曲げ応力度の制限係数のいずれかが入力されてない場合に表示されます。 

対処法 限界状態－使用限界・中性化で上記の項目に適切な値を入力して下さい。 

 

 

耐久性/性能の経時変化に対する値が入力されていません 

 

原因 
中性化の検討、塩化物イオン濃度の検討で用いる諸数値のいずれかが入力

されてない場合に表示されます。 

対処法 
限界状態－使用限界・中性化、塩化物イオン濃度で上記の項目に適切な値

を入力して下さい。 
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耐用年数が入力されていません 

 

原因 耐用年数が入力されてない場合に表示されます。 

対処法 杭寸法－腐食で耐用年数に適切な値を入力して下さい。 

 

 

取扱総貨物量が入力されていません 

 

原因 取扱総貨物量が入力されてない場合に表示されます。 

対処法 限界状態－疲労破壊/疲労限界で取扱総貨物量を入力して下さい。 

 

 

総取扱コンテナ数が入力されていません 

 

原因 総取扱コンテナ数が入力されてない場合に表示されます。 

対処法 限界状態－疲労破壊/疲労限界で総取扱コンテナ数を入力して下さい。 

 

 

梁に作用する荷重の作用位置が１つしか入力されていません 

 

原因 
梁に作用する移動荷重の作用位置が１つしか入力されていない場合に表示

されます。 

対処法 
他外力－他外力で表記されている梁における移動荷重の作用位置を２つ以

上入力して下さい。 
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支持力に関する諸元が入力されておりません 

 

原因 
杭の軸方向バネ定数の係数aの設定で、「平成29年道路橋示方書による算定」

を選択していて、支持力に関する諸元が０の場合に表示されます。 

対処法 
計算条件－支持力で問題となっている箇所での支持力の諸元を入力して下

さい。 

 

 

以下の実行ファイルが見つかりません 

 

原因 
システムがインストールされているフォルダ内に計算・帳票印刷等に要す

るexeファイルが存在しない場合に表示されます。 

対処法 

セットアップファイル実行時に、実行ファイルが正常にインストールされ

ていない場合の他、ＰＣで使用しているウイルス対策ソフトによって実行

ファイルが隔離または削除されている場合が考えられます。 

ウイルス対策ソフトを使用している場合には、ウイルス対策ソフトを確認

して頂き、実行ファイルが隔離または削除されている場合にはウイルス対

策ソフト販売会社にお問い合わせ下さい。 

そうでない場合には弊社サポートまでお問い合わせ下さい。 

 

 

ホロー桁を作成したファイルが見つかりません 

 

原因 
以前、データファイルに関連付けられている任意で作成したホロー桁のフ

ァイルが見つからない場合に表示されます。 

対処法 
データファイルと同名のホロー桁データファイルを読み込むか、新規にホ

ロー桁データを作成して下さい。 
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６．帳票印刷 
 

弊社帳票印刷プログラム「AEC帳票印刷・編集ツール」（通称：ViewAEC2007）」をプロ

グラム内部から起動し、各種計算により作成された計算結果の印刷・確認を行います。

印刷イメージを画面に表示し、印刷前に計算結果やレイアウトの確認などが行えます。

ViewAEC2007は、帳票の編集を行うことが可能となっておりますが、初回起動時は編集

不可モードとして起動しまので、編集を行う際は[編集]-[編集モード]を選択し、編集

可能モードに切り替えてください。詳しくは、ViewAEC2007の操作説明書を参照してく

ださい。 

 

６－１．基本画面の説明 

 

ＡＥＣ帳票印刷・編集ツールは以下のように構成されています。 

 
 

（１）階層構造表示部 

エクスプローラのように、帳票の章が表示されています。マウスで選択することで自

由にジャンプできます。 

 

（２）帳票イメージ表示部 

帳票の印刷イメージが常に表示されています。帳票の編集もここで行います。 

 

（３）メニュー部 

各種の設定・操作を行います。 

 

（４）スピードボタン部 

よく使う設定・操作の一部が割り当てられたボタンです。 
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６－２．Word/Excel文書にコンバート 

 

現在開いている帳票をMicrosoft Office Word 2007文書（*.docx）形式、Excelシート

（*.xlsx）形式に変換するコンバーターを起動します。本機能はMicrosoft Officeをイン

ストールしていないPCでも動作致します。 

 

注意：変換する帳票は未編集の帳票データをご使用ください。編集済み（ブロック結合や

文字列追加等）の帳票データの場合、レイアウトが乱れる場合があります。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【コンバート種別】 変換する文書形式を選択します。 

【変換ページ】 変換するページを指定する場合は開始ページと終了ページを指定し

ます。 

【セル幅の設定】 Excel形式に変換する場合の基準セル幅を指定します。 

【文書ファイル】 変換後に保存する文書ファイル名を指定します。Excel変換の場合は

1シートの最大ページ数を指定します。初期値は50ページに設定され

ています。 

 

コンバート開始ボタンで指定したOffice文書形式に変換します。処理の経過を示すダイ

アログの他に『コピーしています...』などのダイアログを表示する事があります。 

 
 

※ 変換した文書ファイルはOffice2007形式です(拡張子docx/xlsx)、Office2007以前

のOfficeに対応するにはマイクロソフトが提供する『Word/Excel/PowerPoint 2007 

ファイル形式用 Microsoft Office 互換機能パック』が必要になります。 

 

※ Ver3.2.7よりWord変換は9,10,10.5,11,12ポイントの文字サイズに対応しました。

ただし、見出し文字サイズと通常文字サイズを同じ値にして下さい。非対応の文字

サイズで変換した場合はレイアウトが乱れます。その場合、Word側で文字列全選択

をし、文字サイズと段落サイズを変更する事でレイアウトを整えることができま

す。 

 

※ Excel変換は9,10,11,12ポイントの文字サイズに対応しています。 
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６－３．帳票出力結果について 

 

入力データチェックリスト 

計算時にシステムに入力したデ

ータを各項目で表示しています。 

 
本システムでは受梁での計算と連結部・主桁部・横桁での計算では帳票出力項目が異なり

ます。 
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受梁の場合 

 

受梁に対する計算を行った場合、帳票出力は次のような項目が表示されます。 

 
 

部材諸元（受梁） 

ホロー桁及び受梁の各断面での

諸元を表示しています。 
 

 

 

荷重条件（受梁） 

上部工に作用する受梁、桁間コ

ンクリート、ホロー桁、連結部、

舗装、地覆の各重量を計算して

とりまとめたものを表示してい

ます。 

 
 

 

移動荷重の算定（受梁） 

他外力－他外力で設定した移動

荷重において[自動計算]を選択

した場合に受梁の影響線に作用

させる移動荷重の計算結果を表

示します。 
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各種諸元（受梁） 

鋼管杭の諸元ならびに解析モデ

ル図、フレームモデルを構成す

る節点座標リスト、部材諸元リ

スト、水平方向地盤反力係数リ

スト、特性値リスト、フレームモ

デルに作用する上部工の各項目

での荷重リストを表示します。 

 

鋼管杭の軸方向バネ定数の係数

ａについては計算条件－計算条

件１－[杭の軸方向バネ定数の

係数ａの設定]で「道路橋示方書

による算定」を選択した場合に

のみ表示されます 

 
 

 

上部工 断面力（受梁） 

各種諸元での荷重リストより上

部工に作用する断面力を表示し

ています。 

上載荷重については 

各支点部・支間部での影響線で

載荷重を載荷させた場合の上載

荷重による断面力の算定結果を

表示しています。 
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移動荷重による曲げモーメント（受梁） 

各支点部・支間部での曲げモー

メントの影響線に移動荷重を載

荷させた状態での曲げモーメン

トの算定結果を表示していま

す。 

 
 

 

移動荷重によるせん断力（受梁） 

各支点部・支間部でのせん断力

の影響線に移動荷重を載荷させ

た状態でのせん断力の算定結果

を表示しています。 

一覧の項目では各支点部・支間

部で採用される移動荷重と疲労

限界状態での変動荷重を表示し

ています。 

 
 

 

梁の設計部材力 

上部工 断面力、移動荷重によ

る曲げモーメント、移動荷重に

よるせん断力によって算定され

た断面力を用いて、各支点部・支

間部で使用する設計用値とその

設計用値の計算過程を表示して

います。 

 
 

 

受梁の検討 

梁の設計部材力で算定された各

支点部・支間部での設計用値を

用いて 

受梁の検討－安全性（断面破

壊）、使用性、耐久性、安全性（疲

労破壊）の照査を行ったものを

照査に必要なパラメータ、計算

過程に算定されるパラメータも

併せて表示しています。 
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連結部・主桁・横桁の場合 

 

連結部・主桁・横桁に対する計算を行った場合、帳票は次のような項目が表示されます。 

 
 

 

部材諸元（ホロー桁・受梁諸元） 

ホロー桁及び受梁の各断面での

諸元を表示しています。 
 

 

 

荷重条件（連結部・主桁・横桁） 

受梁、連結部に作用する重量、主

桁に作用するホロー桁・桁間コ

ンクリート、地覆・舗装の各荷重

を計算してとりまとめたものを

表示しています。 
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主桁の分配係数 

主桁の分配係数について 

各支間での影響線縦距を用いて 

上載荷重での分配係数 

地覆荷重での分配係数 

舗装荷重での分配係数 

各移動荷重での分配係数を計算

してとりまとめたものを表示し

ています。 

 

各支間での影響線縦距は 

単純桁毎で曲げ剛性係数とねじ

り剛性係数を算定し、それから

各単純桁と連結桁の各支間でそ

れぞれのたわみを計算し、その

値から曲げ剛性係数とねじり剛

性係数を修正し、算定式により

影響線縦距が計算されます。 

 

この計算ではそのたわみを算定

する際に用いたフレームモデル

とその諸元（節点座標リスト、結

合条件、部材諸元リスト）も表示

しております。  
 

 

横桁の分配係数 

横桁の分配係数について 

各支間での影響線縦距を用いて 

上載荷重での分配係数 

地覆荷重での分配係数 

舗装荷重での分配係数 

各移動荷重での分配係数を計算

してとりまとめたものを表示し

ています。 

 

各支間での影響線縦距は 

支間毎に曲げ剛性係数とねじり

剛性係数を算定し、算定式によ

り影響線縦距が計算されます。 
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主桁のプレストレス力 

主桁の有効プレストレスとその

値が算定するまでの過程をとり

まとめたものを表示していま

す。 

主桁のプレストレスでは主桁、

桁間、舗装の各重量が作用した

場合の曲げモーメントが必要で

すので、その荷重を算定する際

に用いたフレームモデルとその

諸元（節点座標リスト、結合条

件、部材諸元リスト、荷重リス

ト）も表示しております。 

 
 

 

横桁のプレストレス力 

横桁の有効プレストレスとそ

の値が算定するまでの過程を

とりまとめたものを表示して

います。  

 

 

各種諸元（連結部・主桁・横桁） 

鋼管杭の諸元ならびに 

解析モデル図、フレームモデル

を構成する節点座標リスト、部

材諸元リスト、水平方向地盤反

力係数リスト、特性値リスト、

フレームモデルに作用する上

部工の各項目での荷重リスト

を表示します。 

鋼管杭の軸方向バネ定数の係

数ａについては計算条件－計

算条件１－[杭の軸方向バネ定

数の係数ａの設定]で「道路橋

示方書による算定」を選択した

場合にのみ表示されます。  
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上部工 断面力（連結部・主桁・横桁） 

各種諸元での荷重リストより上

部工に作用する断面力を表示し

ています。 

載荷重による断面力の算定はい

ては計算条件－計算条件１－

[梁－上載荷重の計算]で「影響

線により計算」を選択した場合

にのみ表示されます。 

この項目は各支点部・支間部で

の影響線で載荷重を載荷させた

場合の上載荷重による断面力の

算定結果を表示しています。 

二次力による断面力の算定では

単純桁と連結桁により計算され

た自重とプレストレスでの断面

力よりそれぞれの二次力の断面

力を算定したものを表示してい

ます。 

自重・二次力の集計では連結部、

支間部での自重の断面力と先程

算定した二次力をとりまとめた

ものを表示しています。 

 
 

 

移動荷重による影響線の分配係数－曲げモーメント 

各支点部・支間部での曲げモー

メントの影響線に移動荷重を

載荷させた状態での分配係数

の算定結果を表示しています。 
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移動荷重による影響線の分配係数－せん断力 

各支点部・支間部でのせん断力

の影響線に移動荷重を載荷さ

せた状態での分配係数の算定

結果を表示しています。 

 
 

 

移動荷重による曲げモーメント（連結部・主桁・横桁） 

主桁の分配係数で各移動荷重

の影響線縦距より求めた分配

係数と移動荷重による影響線

の分配係数－曲げモーメント

により算定された分配係数に

よって得られる曲げモーメン

トの算定結果を表示していま

す。 

一覧の項目では各連結部・支間

部で採用される移動荷重と疲

労限界状態での変動荷重を表

示しています。 

 

 

 

移動荷重によるせん断力（連結部・主桁・横桁） 

主桁の分配係数で各移動荷重

の影響線縦距より求めた分配

係数と移動荷重による影響線

の分配係数－せん断力により

算定された分配係数によって

得られるせん断力の算定結果

を表示しています。 

一覧の項目では各連結部・支間

部で採用される移動荷重と疲

労限界状態での変動荷重を表

示しています。 

 

 

 

上部工 断面力－横桁 

横桁に地覆、舗装、上載荷重が

作用した際の断面力をとりま

とめたものを表示しています。 
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移動荷重による載荷状態－横桁 

各支間部で移動荷重が載荷し

た際の横桁の分配係数をとり

まとめたものを表示していま

す。 
 

 

 

移動荷重による曲げモーメント－横桁 

横桁の分配係数で各移動荷重

の影響線縦距より求めた分配

係数と移動荷重による載荷状

態－横桁により算定された分

配係数によって得られる横桁

の曲げモーメントの算定結果

を表示しています。 

一覧の項目では各支間部で採

用される移動荷重を表示して

います。 

 

 

 



 

 

- 115 - 

設計部材力（連結部・主桁・横桁） 

上部工 断面力、移動荷重によ

る曲げモーメント、移動荷重に

よるせん断力によって算定さ

れた断面力を用いて、連結部、

主桁、横桁の各検討部で使用す

る設計用値とその設計用値の

計算過程を表示しています。 
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連結部の検討 

設計部材力で算定された連結

部の設計用値を用いて連結部

の検討－安全性（断面破壊）、

使用性、耐久性、安全性（疲労

破壊）の照査を行ったものを照

査に必要なパラメータ、計算過

程に算定されるパラメータも

併せて表示しています。 

 

 

 

主桁部の検討 

設計部材力で算定された主桁

部の各支点部・支間部での設計

用値を用いて主桁部の検討－

安全性（断面破壊）、使用性、

耐久性、安全性（疲労破壊）の

照査を行ったものを照査に必

要なパラメータ、計算過程に算

定されるパラメータも併せて

表示しています。 

 

 

 

横桁の検討 

設計部材力で算定された横桁の

各支間部での設計用値を用いて 

横桁の検討－安全性（断面破

壊）、使用性の照査を行ったも

のを照査に必要なパラメータ、

計算過程に算定されるパラメー

タも併せて表示しています。 

 

 

 

計算結果一覧 

受梁の検討、連結部の検討、主

桁部の検討、横桁の検討におけ

る照査を表示しています。 
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７．計算概要の説明 
 

本システムにはサンプルデータとして 

ＰＣ桟橋技術マニュアル（2010年版）に添付されておりますＣＤに収録している「参考資

料1.pdf」に掲載されている事例を基にした 

「Sample_PC_GK_H30」がございます。 

 

７－１では 

「Sample_PC_GK_H30」での上部工諸元に関する概要を説明しています。 

 

７－２では 

「Sample_PC_GK_H30」での法線平行方向の検討 

（連結部・主桁部・横桁）の計算概要を説明しています。 

 

７－３では 

「Sample_PC_GK_H30」での法線直角方向の検討 

（受梁部）の計算概要を説明しています。 

 

尚、ＰＣ桟橋技術マニュアルでは2007年港湾基準に基づいた検討になっておりますが、こ

のサンプルデータではH30年港湾基準に基づいた検討になっております。 

 

 

本システムでの2007年港湾基準とH30年港湾基準との違いは以下の通りです。 

 

１．検討名称 

2007年港湾基準 

→ 

H30年港湾基準 

終局限界状態 

使用限界状態 

性能の経時変化 

疲労限界状態 

安全性（断面破壊） 

使用性 

耐久性 

安全性（疲労破壊） 

 

 

２．塩化物イオン濃度 

塩化物イオン濃度に対する設計拡散係数Ddの算定式 

鋼材位置における塩化物イオン濃度の設計用値 
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７－１．上部工諸元 

 

ホロー桁－標準部の断面性能 

この事例では、採用しているホロー桁は「H5-15-500」ですが、本システムでカタログと

して記載しているホロー桁の規格と比較した際に、中空部の形状及びPC鋼材の設置位置

や設置本数が異なっています。 

 

この場合、「H5-15-500」を選択した状態で、新規追加ボタンをクリックし、表示される 

ホロー桁編集ダイアログより、ホロー桁形状・PC鋼材種類、鋼材径・PC鋼材位置を編集し

ます。 

編集が完了したら、OKボタンをクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ホロー桁の編集 
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ホロー桁－支点部の断面性能 

この事例では、ホロー桁でも支点部と標準部で中空部の形状が異なります。 

この場合、「ホロー桁 支点部 中空部の変更」を選択し、中空部 編集ボタンをクリッ

クして、ホロー桁－中空部寸法を編集します。 

編集が完了したら、OKボタンをクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ホロー桁（支点部）の編集 
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７－２．法線平行方向の事例（連結部・主桁・横桁） 

 

法線平行方向の考え方 

 

解析モデル 

PC桟橋技術マニュアル（平成2010年版）に掲載している法線平行方向の計算事例では全長

160mのうち、１ブロック：40m部分を計算対象としています。 

この場合、計算モデルは端部をバネ支点にしたものになります。 

 

 

 
 

 

上部工部材について、ホロー桁・受梁(水平部)・受梁(鉛直部)で構成されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ホロー桁部分の標高に関して、上部工天端高－舗装厚－ホロー桁÷２になります。 

杭頭標高に関しては、受梁の高さの最小値（一般部）の高さの１／２位置になります。 

 

  

計算区間 

モデル化 

モデル化 

ホロー桁高 

受梁高（一般部）÷２ 

受梁高 

上部工天端高‐舗装厚‐ホロー桁高÷２ 
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断面諸元 

断面諸元について、事例では受梁の全長30.0mを計算載荷幅とし、鋼管杭諸元は受梁30.0m

内にある鋼管杭５本分の諸元でモデル化を行っています。 

 

本システムで、このモデルでの計算載荷幅及び鋼管杭本数は計算時に自動で設定されま

す。鋼管杭の本数を変更したい場合には、計算条件－杭本数の設定で「直接入力」を選択

し、杭本数設定ボタンをクリックして、杭本数の設定ダイアログで全ての支点位置に杭本

数を「５」と設定してOKボタンをクリックします。 

 

 

 

フレーム解析モデルで、５本分の断面諸元が用いられているかどうかは鋼管杭の諸元、部

材諸元リストから確認することができます。 

 

 

 

計算載荷幅：30.0m 

鋼管杭断面諸元＝１本当たり鋼管杭諸元×５本 

法線平行方向の検討 

杭本数の設定 

杭本数の設定 

ダイアログ 
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上部工の諸元 

 

 

解析モデルに用いる上部工の諸定数－ホロー桁の断面積・断面二次モーメントは場所

打ち換算断面を使用する本数分で計算した値になります。解析モデルでの割増部・中空

部の有無に関わらず、ホロー桁の部材諸元は一律この値を使用しています。 

 

×39 ×39 
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主桁の分配係数 

 

曲げ剛性係数 

 

 

抵抗幅はホロー桁を幅から海側地覆・陸側地覆の下幅を差し引いた値を使用します。 

主桁１本当たりの断面二次モーメントは場所打ち換算断面での値を使用します。 

 

中間横桁の断面二次モーメントは主桁位置での断面二次モーメントと桁間位置での断

面二次モーメントを比較して小さい値を採用しています。 

主桁位置 桁間位置 
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ねじり剛性係数 

 

 

主桁１本当たりのハンチ無視の断面二次モーメントは 

右図の主桁の①～④の断面と桁間部⑤をヤング係数比で主桁部に 

換算した断面から構成されるものと考えて算定しております。 

 

 

 

 

 

主桁１本当たりのねじれ剛性は 

右図の主桁の①～③に桁間部の幅をヤング係数比で換算した値を 

付加した断面と④の断面から構成されるもの考えて算定しており

ます。 

 

 

 

 

 

中間横桁のねじれ剛性は桁間位置の断面より、

算定を行っております。 

 
 

④  

③  ②  

⑤  

①  

②  

④  ③  

①  
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剛性係数の修正－単純桁の計算 

 
 

単純桁のモデル化は受梁がホロー桁を支える簡易ゴム支承をピン支点として行われて

おります。 

 
部材諸元はホロー桁の場所打ち換算断面の本数分した値で設定されております。 

 

剛性係数の修正－連結桁の計算 

 
 

連結桁のモデルは杭設置位置をピン支点として行われております。 

 
部材諸元はホロー桁の場所打ち換算断面の本数分した値と受梁の断面諸元が設定され

ております。 

受梁の断面諸元は受梁長30.00mに受梁高2.25m(連結部含む)で構成される長方形断面

で算定されております。 
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分配係数の計算 

 

 
影響線縦距は各支間での耳桁部と中桁部で算定されております。 

算定した影響線縦距を用いて、上部工に作用する上載荷重、地覆、車止、舗装の影響線

縦距での分配係数を表記しております。 

 

耳桁部の影響線縦距は海側端

部の主桁と陸側端部の主桁で

影響線縦距の面積を比較して

最大となる箇所を選択してい

ます。 

 

中桁部の影響線縦距は海側端

部の主桁と陸側端部の主桁以

外の主桁で影響線縦距を比較

して最大となる箇所を選択し

ています。 
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主桁のプレストレス力 

 

単純桁の計算 

 

 
単純桁の計算は主桁１本当たりに作用する断面力を算定しております。 

主桁自重の算定については 

主桁標準部の断面による荷重と割増部、支点部中空部の変動による分布荷重を作用さ

せ、中空部がない箇所（主桁部で青く塗りつぶした箇所）は集中荷重に換算して作用さ

せております。 
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連結部でのプレストレス力の低減 

 

 

 

 

連結部でのプレストレスの低減では検討位置

に対して、ボンドレス区間でのPC鋼材の有無を

確認し、また65φの区間内に検討位置がある場

合には、法物線による低減を行います。 

この事例ではPC鋼材諸元３，５はボンドレス区

間が1000mmですので、PC鋼材諸元３，５での低

減κは0.000となります。 

他の諸元について、65φ=0.826mですので、 

0.826-(1.600-0.600)=-0.174 m 

∴1.000となります 

この値と本数とかけた値の合計から、標準断面

で使用するPC鋼材本数で除した値がプレスト

レス力の低減係数となります。 
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各種諸元 

 

節点座標入力リスト 

 

 

この事例では、 

ｙ座標：4.150は上部工の高さ＝ホロー桁高の１／２位置 

ｙ座標：2.900は杭頭位置になります。 

 

 

 

 

上部工高さ 

杭頭位置 
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結合条件 

 

 
杭１列目は鉛直バネ（水平ローラー）として設定しております。 

この設定は計算条件－計算条件１で、杭の考え方で行われております。 

 

荷重リスト 

 
各検討条件で解析モデルに作用する荷重を表記しております。 

永久荷重 – 主桁、永久荷重 – 桁間で算出された断面力は二次力の算定で使用します。 

主桁自重、桁間自重はホロー桁１本当たりに作用する荷重になります。 

 

地震力で算出された断面力は設計部材力で使用します。 

地震力は永久荷重に地震時での載荷重を一律に作用させた値に設計震度をかけた値を

考慮しています。 
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上部工 断面力 

 

地覆・車止・舗装による断面力の算定 

 

 

地覆・車止・舗装がそれぞれ作用する際の影響線

での分配係数と影響線縦距での分配係数とを掛け

合わせて算出される曲げモーメントとせん断力を

表記しております。 

 

ここで算出された値は各断面の設計部材力として

使用されます。 

地覆・車止・舗装の重量については荷重条件よりご確認下さい。 

 

 

載荷重による断面力の算定 

 

 
永続状態・変動状態(地震時)での載荷重が影響線で、プラスで最大となるような載荷、

またはマイナスで最大となるような載荷をするという仮定で、載荷重に影響線縦距の

分配係数とプラスまたはマイナスで最大となる影響線の分配係数を掛け合わせて算出

される曲げモーメントとせん断力を表記しております。 

ここで算出された値は各断面の設計部材力として使用されます。 
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自重による二次力 

 

 
自重による二次力の算定を表記しております。 

以下に支間部１を例に曲げモーメントの算出過程について記載しております。 

 

単純桁 連結桁 

 

 

主桁 桁間 

曲げモーメント 

主桁：66.182(kN・m) 

桁間：10.413(kN・m) 

42.085 (kN・m) 6.655 (kN・m) 

耳桁の場合 

単純桁の自重 Md0 

66.182 + 10.413×0.50=71.389 

 

連結桁の自重 Md1 

42.085 + 6.655×0.50=45.413 

∴ Mφd = (45.413-71.389)×(1-e-φ)=-21.231 

中桁の場合 

単純桁の自重 Md0 

66.182 + 10.413×1.00=76.595 

 

連結桁の自重 Md1 

42.085 + 6.655×1.00=48.740 

∴ Mφd = (48.740-76.595)×(1-e-φ)=-22.766 

主桁の各支間・連結部でも、同様の計算を行います。 
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プレストレスによる二次力 

 

 
プレストレスによる二次力の算定を表記しております。 

以下に支点部１を例に曲げモーメントの算出過程について記載しております。 

 
単純桁 連結桁 

 
 

-129.089 (kN・m) -52.658 (kN・m) 

{-52.658 – (-129.089)} ×(1-e-φ)=62.468 
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自重・二次力の集計－自重 

 

 

 

連結部・主桁における各連結部、支間部での主桁自重、桁間自重、地覆＋車止自重、舗

装自重を集計しております。 

各自重で使用されている値は帳票の以下の項目に掲載されております。 

主桁 桁間 地覆＋車止 舗装 
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自重・二次力の集計－二次力 

 

 

自重・プレストレスによる二次力を集計した値を表記しております。 

集計に使用されている値は帳票の以下の項目に掲載されております。 

自重による二次力 プレストレスによる二次力 
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移動荷重による影響線の分配係数 

 

 

 

 

 

各移動荷重の全幅方向・全長方向で影響線にプラス側・マイナス側で最大となるように

載荷させた際の分配係数を表示しております。 

 

 

赤枠で囲んだ数値の合計値が上記の＋側の合計値と一致する 

青枠で囲んだ数値の合計値が上記の－側の合計値と一致する 
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移動荷重による曲げモーメント・せん断力 

 

 

連結部・主桁における各連結部、支間部での移動荷重を載荷させた場合の 

曲げモーメント、せん断力を表記しております。 

 
移動荷重を載荷させる場合、影響線で全幅方向の場合、影響線縦距は全長方向での値を

使用します。 

影響線で全長方向の場合、影響線縦距は全幅方向になります。 

上記のトラック 全幅方向 支間部を例にすると 

断面力の算定に使用されている値は、帳票の以下の項目に掲載されております。 

影響線縦距 影響線 

 

 

  

※支間部１は第１径間内にあるので、 

この値を使用します。 

※支間部１ 全幅方向 ＋・－での 

分配係数を使用します。 
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上部工 断面力－横桁 

 

 

 

横桁の影響線縦距を用いて算定された地覆・車止・舗装・上載荷重の曲げモーメントを

表記しております。 

分配係数は帳票の以下の項目に掲載されております。 
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移動荷重による載荷状態－横桁 

 

 

 

 

各移動荷重の全幅方向・全長方向でΣsin(πd/L)が最大となるように載荷させた際の

数値を表示しております。 

 

 

赤枠で囲んだ数値の合計値が上記の合計値と一致する 
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移動荷重による曲げモーメント－横桁 

 

 

 

 

横桁に移動荷重を載荷させた場合の曲げモーメントを表記しております。 

 
移動荷重を載荷させる場合、検討方向で全幅方向の場合、影響線縦距は全長方向での値

を使用します。 

検討方向で全長方向の場合、影響線縦距は全幅方向になります。 

上記のトラック 全幅方向 第１径間を例にすると 

断面力の算定に使用されている値は、帳票の以下の項目に掲載されております。 

影響線縦距 sin(πd/L) 
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設計部材力 

 

連結部 

 

 

連結部に作用する断面力の特性値と荷重係数を組み合わせて、＋側・－側で最大となる

設計用値を表記しております。 

各項目の断面力の特性値は、帳票の以下の項目に掲載されております。 
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自重 主桁・桁間 

 

 
※連結部2-左は第1径間にありますので、 

この箇所の断面力を使用します。 

※計算条件での設定により、耳桁での桁間

自重による断面力は算出されている値を

1/2倍した値になります。 

地覆・車止 舗装 

  
載荷重（永続状態・変動状態） 地震力 

  
車両荷重 二次力 
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主桁 

 

 

 

主桁に作用する断面力の特性値と荷重係数を組み合わせて、＋側・－側で最大となる設

計用値を表記しております。 

各項目の断面力の特性値は、帳票の以下の項目に掲載されております。 
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自重 主桁・桁間 

 

 
※支間部は第1径間にありますので、 

この箇所の断面力を使用します。 

※計算条件での設定により、耳桁での桁間

自重による断面力は算出されている値に

1/2をかけた値になります。 

地覆・車止 舗装 

  
載荷重（永続状態・変動状態） 地震力 

  
車両荷重 二次力 
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横桁 

 

 

 

横桁に作用する断面力の特性値と荷重係数を組み合わせて、＋側・－側で最大となる設

計用値を表記しております。 

各項目の断面力の特性値は、帳票の以下の項目に掲載されております。 

永続状態・載荷重 車両荷重 

 
※永続状態は地覆・車止・舗装の各断面力 

 を足し合わせた値になります。 
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連結部の検討 

 
連結部の検討を行います。 

 
連結部で使用するヤング係数は受梁で使用する値になります。 

連結部の検討で用いる断面形状は以下のようになります。 

 

 

 

配筋に関する設定は横桁・連結部－連結部諸元で行います。 

 

安全性(断面破壊) 

 
連結部－安全性（断面破壊）の検討を行います。 

各検討箇所での耳桁・中桁の上側・下側でそれぞれ照査を行います。 

照査項目は 

・曲げモーメントに対する検討 

・せん断力の検討 

・腹部コンクリートの斜め圧縮破壊力の検討（せん断力） 

になります。 

 

ホロー桁 上幅 

ホロー桁 桁高＋割増厚 
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使用性 

 
連結部－終局限界状態の検討を行います。 

各検討箇所での耳桁・中桁の上側・下側でそれぞれ照査を行います。 

照査項目は 

・曲げひび割れに対する検討 

・せん断に対する検討 

になります。 

 

この事例での曲げひび割れに対する検討で使用する純かぶりは 

既定値（上側50mm、下側70mm）を採用しています。 

 

塩化物イオン濃度の検討 

 

 

 
連結部－塩化物イオン濃度の検討を行います。 

検討箇所は下側になります。 

経過年数期間は腐食－耐用年数が使用されます。 

エポキシ樹脂塗装鉄筋・ポリマー含浸コンクリート埋設型枠による補修に対応してお

ります。塩化物イオン濃度－塩化物イオン濃度－補修を設定した場合には、補修前

と補修後での経過年数における塩化物イオン濃度を表記します。 
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中性化による鉄筋腐食の検討 

 

 
連結部での中性化の検討を行います 

中性化の検討では、連結部各部ではなく、連結部全ての検討になります。 
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安全性(疲労破壊) 

 

 

 

疲労限界状態の検討を行います。 

照査項目は 

・曲げに対する検討（鉄筋・コンクリート） 

・せん断に対する検討 

になります 

作用反復回数の算定には腐食－耐用年数が使用されます。 

モデル荷重の種類は移動荷重一覧－系列にて設定します。 

定格荷重は移動荷重一覧－定格荷重にて設定されます。 

連結部3-左Aでの曲げモーメントを例に挙げると、 

永久荷重の曲げモーメントは設計部材力の値を引用しております。 

変動荷重の曲げモーメントは移動荷重による曲げモーメント－一覧で使用した移動荷

重による曲げモーメントの中から各位置で最大となる値を採用しております。 
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主桁の検討 

 

ホロー桁の断面諸数値 

 

 

 
主桁の検討で用いるホロー桁の断面諸数値を表記しております。 

本システムでは各検討断面でホロー桁の断面諸数値を算出しております。 

断面一次モーメントは検討断面についてコンクリート総断面で算定します。 

上記の支間部の断面を事例として、次のように算定しております。 
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検討 

番号 
形状 個数 幅(m) 高さ(m) 

断面積 

A(m2) 

中立軸からの 

距離y(m) 
A×y(m3) 

① 四角形 1 0.640 0.140 0.08960 0.189 0.0169344 

② 三角形 2 0.050 0.050 0.00250 0.102 0.0002550 

③ 四角形 2 0.120 0.119 0.02856 0.060 0.0017136 

     Σ 0.0189030 
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安全性(断面破壊) 

 
ＰＣ鋼材 鉄筋 

 

 

主桁－終局限界状態の検討を行います。 

照査項目は 

・曲げモーメントに対する検討 

・せん断力の検討 

・腹部コンクリートの斜め圧縮破壊力の検討（せん断力） 

になります。 

 

検討断面にＰＣ鋼材と鉄筋が混在している場合 

ＰＣ鋼材のみの照査と鉄筋のみの照査とどちらかで満たせば問題ない、 

としております。 
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使用性 

 
ＰＣ鋼材 鉄筋 

 

 

主桁－使用限界状態の検討を行います。 

・曲げ及び軸力に対する検討 

(1)永久荷重に対する照査 

(2)変動荷重に対する照査 

ＰＣ鋼材の最大引張応力度の照査 

・せん断応力に対する照査 

になります。 

変動荷重の算定で使用する曲げモーメ

ントは自重・二次力以外の条件の曲げモー

メントの合計値になります。 

・曲げひび割れに対する検討 

・せん断に対する検討 

になります。 
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塩化物イオン濃度の検討 

 
 

 
主桁部－塩化物イオン濃度の検討を行います。検討箇所は下側になります。 

経過年数期間は腐食－耐用年数が使用されます。 

ＰＣ鋼材の場合には、曲げひび割れ等は考慮しません。 

エポキシ樹脂塗装鉄筋・ポリマー含浸コンクリート埋設型枠による補修に対応してお

ります。塩化物イオン濃度－塩化物イオン濃度－補修を設定した場合には、補修前

と補修後での経過年数における塩化物イオン濃度を表記します。 
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中性化による鉄筋腐食の検討 

 

 
主桁部での中性化の検討を行います 

中性化の検討では、主桁部各部ではなく、主桁部全ての検討になります。 
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安全性(疲労破壊) 

 

 
疲労限界状態の検討を行います。 

照査項目は 

・曲げに対する検討（コンクリート） 

になります 

作用反復回数の算定には腐食－耐用年数が使用されます。 

モデル荷重の種類は移動荷重一覧－系列にて設定します。 

定格荷重は移動荷重一覧－定格荷重にて設定されます。 

支間部1－ＰＣ鋼材での曲げモーメントを例に挙げると、 

永久荷重の曲げモーメントは設計部材力の値を引用しております。 

変動荷重の曲げモーメントは移動荷重による曲げモーメント－一覧で使用した移動荷

重による曲げモーメントの中から各位置で最大となる値を採用しております。 
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横桁の検討 

 

横桁の断面諸数値 

 

 
横桁の検討で用いる断面諸元諸数値を表記しております。 

主桁位置・桁間位置での断面形状は以下の通りです。 

主桁位置 桁間位置 

 
 

 
ただし、桁間位置の中空部の寸法が次のような場合には中空部はないものとして算定さ

れます。 
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安全性(断面破壊)  

 

 
主桁－終局限界状態の検討を行います。 

照査項目は 

・曲げモーメントに対する検討 

になります。 

 

使用性 

 

 
横桁－使用限界状態の検討を行います。 

照査項目は 

・曲げ及び軸力に対する検討 

(1)永久荷重に対する照査 , (2)変動荷重に対する照査 

になります。 
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７－３．法線直角方向の事例（受梁） 

 

法線直角方向の考え方 

 

解析モデル 

PC桟橋技術マニュアル（平成2010年版）に掲載している法線直角方向の計算事例では１ス

パン当たり10.0m幅での解析を行っています。 

 

上部工部材について、受梁(杭頭部)・受梁(一般部)・受梁(ハンチ部)で構成されます。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

上部工の諸元 

 

 
解析モデルに用いる上部工の諸定数－受梁の断面積・断面二次モーメントを表記して

おります。 

 

モデル化 

杭頭位置：受梁高（一般部）÷２ 
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移動荷重の算定 

 
法線平行方向に載荷する移動荷重の適用範囲から、受梁（法線直角方向）に作用する移

動荷重の作用荷重を算定します。 
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各種諸元 

 

節点座標入力リスト 

 

 

この事例では、 

ｙ座標：2.900は上部工高さ＝杭頭位置になります。 

この値の計算概要に関しては解析モデルの考え方を

参考にして設定しています。 

 
 

上部工高さ＝杭頭位置 
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部材諸元リスト 

 
フレームモデルを構成する部材諸元のリストを表記しております。 

受梁方向の検討ではフレームを構成する部材が「連結桁施工時」「連結桁完成時」の２

種類があり、それによって上部工部材の諸元が変わります。 

断面諸元の形状種類と、各検討条件で用いる断面諸元リストは以下のようになります。 

連結桁施工時 連結桁完成時 

  
 

検討条件 検討断面諸元リスト 

永久荷重 

主桁 連結桁施工時 

桁間 連結桁施工時 

連結部 連結桁施工時 

受梁 連結桁施工時 

地覆・車止 連結桁完成時 

舗装 連結桁完成時 

連結桁施工時 連結桁施工時 

連結桁完成時 連結桁完成時 

永久荷重 連結桁完成時 

変動荷重（地震力・移動荷重等） 連結桁完成時 
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荷重リスト 

 
各検討条件で解析モデルに作用する荷重を表記しております。 

永久荷重は終局限界状態の検討で 

永久荷重－連結桁施工時・連結桁完成時は使用限界状態・疲労限界状態の検討で使用し

ます。 

 

地震力で算出された断面力は設計部材力で使用します。 

地震力は永久荷重に地震時での載荷重を一律に作用させた値に設計震度をかけたもの

を考慮しています。 
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上部工 断面力 

 

載荷重による断面力の算定 

 

 
永続状態・変動状態(地震時)での載荷重が影響線で、プラスで最大となるような載荷、

またはマイナスで最大となるような載荷をするという仮定で、載荷重にプラスまたは

マイナスで最大となる影響線の分配係数を掛け合わせて算出される曲げモーメントと

せん断力を表記しております。 

ここで算出された値は各断面の設計部材力として使用されます 
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移動荷重による曲げモーメント／せん断力 

 

 
 

 

 

各移動荷重の全幅方向・全長方向で影響線にプラス側・マイナス側で最大となるように

載荷させた際の曲げモーメント／せん断力を表示しております。 

 
 

赤枠で囲んだ数値の合計値が上記の＋側の合計値と一致する 

青枠で囲んだ数値の合計値が上記の－側の合計値と一致する 
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受梁の設計部材力 

 

 

受梁に作用する断面力の特性値と荷重係数を組み合わせて、＋側・－側で最大となる設

計用値を表記しております。 

各項目の断面力の特性値は、帳票の以下の項目に掲載されております。 

 

 

  



 

 

- 169 - 

 

永久荷重 連結桁施工時 連結桁完成時 

   
載荷重（永続状態・変動状態） 地震力 

  
接岸時 車両荷重 
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受梁の検討 

 

安全性(断面破壊)／終局限界状態設計法 

 
受梁－安全性(断面破壊)の検討を行います。 

照査項目は 

・曲げモーメントに対する検討 

・せん断力の検討 

・腹部コンクリートの斜め圧縮破壊力の検討（せん断力） 

になります。 

検討に用いる断面形状は次の図で黄色く塗りつぶした箇所になります。 

 曲げモーメントに対する検討 せん断力に対する検討 

連結桁施工時 

 

 

 

 

連結桁完成時 

 

 

 

 
せん断力の検討で、下側の鉄筋量は上幅を鉄筋間隔で割った値（小数点切り捨て）に鉄

筋径の断面積をかけたものの各段での総和になります。 

 

 

照査に用いる設計用値は次のようになります。 

 曲げモーメントに対する検討 せん断力に対する検討 

連結桁施工時 連結桁施工時 連結桁施工時 

連結桁完成時 全自重 全自重 
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使用性／使用限界状態設計法 

 
受梁－使用性の検討を行います。 

照査項目は 

・曲げひび割れに対する検討 

・せん断に対する検討 

になります。 

この事例での曲げひび割れに対する検討で使用する純かぶりは 

既定値（上側50mm、下側70mm）で設定しています。 

 

連結桁完成時での検討を行う場合、増加応力度は 

上側の場合 

連結桁完成時での曲げモーメントを連結桁完成時の断面諸元で算定した値、 

下側の場合 

連結桁施工時での曲げモーメントを連結桁施工時の断面諸元で算定した値と 

連結桁完成時での曲げモーメントを連結桁完成時の断面諸元で算定した値との 

合計になります。 
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せん断ひび割れに対する検討で使用する受梁の断面諸元は次のようになります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

連結桁施工時 連結桁完成時 

 

 

 

 

 

算定 

算定 

連結桁完成時 

連結桁施工時 

算定 

連結桁完成時 
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塩化物イオン濃度の検討 

 

 
受梁－塩化物イオン濃度の検討を行います。 

検討箇所は下側になります。 

経過年数期間は腐食－耐用年数が使用されます。 

エポキシ樹脂塗装鉄筋・ポリマー含浸コンクリート埋設型枠による補修に対応してお

ります。塩化物イオン濃度－塩化物イオン濃度－補修を設定した場合には、補修前

と補修後での経過年数における塩化物イオン濃度を表記します。 
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中性化の検討 

 

 
受梁での中性化の検討を行います。 

 

安全性(疲労破壊)  
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疲労限界状態の検討を行います。 

照査項目は 

・曲げに対する検討（鉄筋・コンクリート） 

・せん断に対する検討 

になります 

作用反復回数の算定には腐食－耐用年数が使用されます。 

モデル荷重の種類は移動荷重一覧－系列にて設定します。 

定格荷重は移動荷重一覧－定格荷重にて設定されます。 

支間部１での曲げモーメントを例に挙げると、 

永久荷重の曲げモーメントは設計部材力の値を引用しております。 

変動荷重の曲げモーメントは移動荷重による曲げモーメント－一覧で使用した移動荷

重による曲げモーメントの中から各位置で最大となる値を採用しております。 

連結桁完成時での検討を行う場合の応力度は 

連結桁施工時での永久荷重は連結桁施工時の断面諸元で算定され 

連結桁完成時での永久荷重・変動荷重は連結桁完成時の断面諸元で算定されます。 

 

 

 

連結桁 

施工時 
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連結桁 

施工時 

連結桁 

完成時 
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